
酪農とのかけはし酪農とのかけはし／／
松平啓吾松平啓吾先生先生

企画管理部だより／
令和６年度 決算に向けて

令和5年度 会員概況調査より

令和６年度 全酪連・全国酪農協会
理事・監事・職員研修会

酪農業に対する
理解醸成活動報告3

日本酪農見て歩紀／日本酪農見て歩紀／
今山牧場今山牧場（宮崎県都城市）（宮崎県都城市）

酪農トピックス／酪農トピックス／
「第7回らくのうマルシェ」を開催しました「第7回らくのうマルシェ」を開催しました

（酪農部）ほか（酪農部）ほか

農林水産省／
春先に向けたサシバエ対策で

牛を病気・ストレスから守りましょう！

作品募集のお知らせ

第52回 全国酪農青年女性
酪農発表大会開催のお知らせ

(一社)全国酪農協会の
酪農共済制度のご紹介 第5回

@642bpcwk

酪農青年女性会議

LINE公式アカウントができました!
登録お願いします!
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地元農家との交流が地元農家との交流が
生徒の成長に生徒の成長に

　第54回　�
岩手県立盛岡農業高校�実習教諭

　　　　　�松平啓吾先生

かけはしかけはしかけはしかけはしかけはし

「
盛も

り
の
う農

」
の
歴
史
・
沿
革

岩
手
県
立
盛
岡
農
業
高
等
学
校
は
、

（
以
下
「
盛も

り
の
う農
」）
１
８
７
９
年
（
明
治
12

年
）
に
獣
医
学
舎
を
前
身
と
し
て
、
多
く

の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
る
伝
統
あ
る

学
校
で
す
。
創
設
か
ら
１
４
５
年
が
経
過

し
、
岩
手
県
内
で
最
も
古
い
高
等
学
校
で

も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
校
舎
は
岩
手
県
北

西
部
に
位
置
す
る
滝
沢
市
に
立
地
し
、
北

西
に
は
岩
手
山
が
聳
え
ま
す
。
校
舎
・
運

動
場
は
も
と
よ
り
農
場
・
水
田
・
牧
草
地
・

演
習
林
等
の
学
校
の
敷
地
は
７
０
５
，

４
８
９
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
の
約
15
倍
の
面

積
）
と
広
大
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で

４
１
８
名
の
生
徒
た
ち
は
日
々
学
習
・
実

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

 　

食
品
に
つ
い
て
、
生
産
・
加
工
・
衛

生
・
安
全
・
流
通
・
販
売
の
角
度
か
ら

学
習
し
て
い
ま
す
。

●�

人
間
科
学
科
（
農
業
・
家
庭
・
福
祉
を

と
お
し
て
心
身
の
変
化
を
学
習
）

 　

農
業
や
家
庭
・
福
祉
に
関
す
る
科
目

学
校
の
構
成
（
学
べ
る
内
容
）

盛
農
は
全
日
制
課
程
５
学
科
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

●�

動
物
科
学
科
（
大
動
物
・
中
小
動
物
・

愛
玩
動
物
の
学
習
）

毎
日
の
動
物
飼
育
を
と
お
し
て
命
と

向
き
合
い
、
人
間
の
生
活
を
取
り
巻
く

動
物
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
学
習

し
て
い
ま
す
。

●�

植
物
科
学
科
（
作
物
・
野
菜
・
果
樹
・

草
花
の
学
習
）

 　

作
物
、
野
菜
、
果
樹
、
草
花
の
基
本

知
識
と
栽
培
技
術
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

●�

食
品
科
学
科
（
農
作
物
や
畜
産
物
の
加

工
・
貯
蔵
技
術
、
原
料
と
な
る
農
産
物

生
産
技
術
の
学
習
）

を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

●�

環
境
科
学
科（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

環
境
保
全
、
森
林
・
緑
地
環
境
の
学

習
）

 　

生
物
工
学
、
林
業
関
係
、
環
境
保
全

な
ど
広
い
視
野
で
学
習
し
て
い
ま
す
。
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岩
手
県
内
唯
一
の
酪
農
を

学
習
で
き
る
農
業
高
校

広
大
な
面
積
を
誇
る
盛
農
で
は
多
く
の

動
物
が
飼
養
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

乳
牛
： 

20
（
2
頭
ジ
ャ
ー
ジ
ー
）
頭
、

育
成
13
頭　

計
33
頭

・ 

肉
牛
：
経
産
16
頭
、
育
成
10
頭
、　　

　
　
　

肥
育
2
頭　

計
28
頭

・
鳥
：  

ブ
ロ
イ
ラ
ー
年
１
，
５
０
０
羽 

0
〜
48
日
間
出
荷

・ 

豚
：
年
6
頭
出
荷

・ 

犬
： 

6
頭
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
、

ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
、
パ
ピ
ヨ
ン
、

柴
犬
、
ト
イ
プ
ー
ド
ル
2
頭
）

岩
手
県
内
で
酪
農
を
学
習
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
農
業
高
校
は
盛
農
だ

け
で
す
。
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
動
物
科
学
科
で
は
2
年
生
か
ら
大

動
物
、
中
小
動
物
、
愛
玩
動
物
の
各
専
攻

に
分
か
れ
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
や
技
術

を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。
動
物
科
学
科
は

各
学
年
30
〜
40
名
程
が
在
籍
し
て
お
り
、

半
数
以
上
が
非
農
家
出
身
で
す
。
そ
の
う

ち
15
〜
20
名
が
大
動
物
（
牛
）
を
学
ん
で

お
り
、
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
は
搾
乳

牛
舎
、
育
成
及
び
和
牛
牛
舎
、
肥
育
舎
、

堆
肥
舎
の
中
で
日
々
技
術
習
得
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

松
平
先
生
、教
え
て
く
だ
さ
い
！

●�

「
畜
産
、
農
業
の
先
生
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
な
ん
で
す
か
？
」

私
は
非
農
家
と
し
て
盛
農
に
入
学
し
ま

し
た
。
も
と
も
と
は
犬
が
好
き
で
高
校
２

年
生
の
時
の
専
攻
を
決
め
る
時
に
愛
玩
動

物
班
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、
犬
舎
の
隣
に

い
る
牛
を
見
る
う
ち
に
牛
の
魅
力
に
気
づ

き
、
高
校
3
年
生
か
ら
大
動
物
班
の
実
習

も
受
け
始
め
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
共
進

会
な
ど
に
参
加
し
て
県
内
農
家
と
交
流
し

た
こ
と
が
今
で
も
楽
し
く
、
ま
た
貴
重
な

経
験
を
し
た
思
い
出
と
し
て
記
憶
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
盛
農
の
特
別
専
攻
科
に

進
み
、
就
職
し
ま
し
た
。

生
徒
の
指
導
者
で
あ
る
今
、
県
内
の
農

家
に
生
徒
を
輩
出
す
る
こ
と
に
指
導
の
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
が
畜
産
関
係
で
活
躍
し
て
い
る

姿
に
喜
び
を
感
じ
る
一
方
で
、「
も
っ
と

教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

か
。」
と
感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
若

い
人
た
ち
と
日
々
接
し
刺
激
を
受
け
る
こ

と
で
、
今
の
生
徒
た
ち
に
新
し
い
技
術
な

ど
を
還
元
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●�

「
指
導
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？
」

大
動
物
と
接
し
て
い
る
た
め
、
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
安
全
第
一
で
指
導
を
す

る
こ
と
と
、牛
は
言
葉
を
発
し
な
い
の
で
、

五
感
を
使
っ
て
牛
の
サ
イ
ン
を
読
み
取
る

こ
と
で
す
か
ね
。

「
盛
農
」
の
生
徒
さ
ん
に
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ａ
さ
ん

私
は
実
家
が
酪
農
家
で
す
。
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
家
の
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

兄
が
実
家
を
継
ぐ
予
定
で
す
が
私
も
酪
農
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　厳しい酪農情勢ではありますが、将来の畜
産・酪農を担う生徒たちが共進会やインター
ンシップでの交流を通して成長している姿を
見ています。本校の取組として“魅力化協働
パートナー”という地元の農家と意見交換をし
たり、授業などで交流する場を設けています。
　将来の酪農のために地域の農家さんとこれ
からも交流し、教育現場として学生たちに酪
農の魅力を伝えていきます。

全国の酪農家に 一言！

の
道
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
牛

た
ち
の
成
長
を
み
る
と
仕
事
の
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
で
の

学
習
・
実
習
を
活
か
し
、
実
家
の
牛
の
乳

量
・
乳
質
・
体
型
の
改
善
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。
学
校
生
活
に
お
い
て
の
目

標
は
、
全
共
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
卒

業
後
も
実
家
の
酪
農
を
手
伝
い
な
が
ら
盛

農
の
特
別
専
攻
科
に
進
学
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん

私
は
実
家
が
酪
農
を
し
て
い
ま
す
。
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
家
の
手
伝
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
中
学
生
の
時
に
共
進
会
を
見
学
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
酪
農
の
道
へ
進

む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
牛
の
分
娩
が
あ

る
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
学
校

で
は
牛
の
知
識
を
身
に
付
け
、
将
来
に
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は

酪
農
が
学
べ
る
大
学
へ
進
学
し
、
そ
の
後

実
家
に
戻
り
酪
農
家
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん

私
の
家
は
非
農
家
で
す
が
、
動
物
が
大

好
き
で
牧
場
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
牛
が
好
き
に
な
り
「
盛

農
」
へ
入
学
し
ま
し
た
。
日
々
の
学
習
・
実

習
で
は
思
い
通
り
に
牛
を
扱
う
こ
と
が
で
き

ず
、
農
家
さ
ん
の
作
業
の
手
際
の
良
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
搾
乳
実
習
や
、
学
校
で
の
経

験
を
通
じ
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。
引
き
続
き
盛
農
の
特
別

専
攻
科
へ
進
み
、
将
来
は
ヘ
ル
パ
ー
等
の
畜

産
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

こ
と
を
取
材
を
と
お
し
て
改
め
て
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
盛
農
の
先

生
方
、
生
徒
さ
ん
、
他
関
係
者
の
皆
様
、

こ
の
た
び
の
取
材
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

動物科学科の年間、1日の
学習スケジュール

松平啓吾先生

朝学習・ホームルーム

１〜４校時

専攻班ごとの課題研究

共進会等生徒ごとに
興味ある事に
取り組んでいる

搾乳実習
（生徒4人1組）

08:35▶︎

09:00▶︎

12:50▶︎

13:35▶︎

15:25▶︎

16:00▶︎

17:00▶︎

の

　飼料給餌は1日3回、自家採卵も行い移
植（受精卵）にも取り組んでいます。6月
の体型審査前に全頭毛刈りし牛洗いを行
います。

▲ 近隣の酪農家見学

取
材
を
と
お
し
て

将
来
の
酪
農
・
畜
産
に
携
わ
ろ
う
と

日
々
学
ん
で
い
る
学
生
や
指
導
し
て
い

る
先
生
方
の
話
を
伺
い
、
学
ぶ
意
欲
、
教

え
る
意
欲
に
つ
い
て
強
く
影
響
を
受
け

ま
し
た
。

教
育
現
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒

が
作
業
す
る
と
い
う
こ
と
で
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
連
絡
体
制
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
予
定
さ
れ
て
い
た
酪

農
家
見
学
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
大
動
物
班
以
外
の
専
攻
の
生
徒

も
視
察
に
参
加
し
、
酪
農
の
経
営
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
の

関
わ
り
が
、
か
け
は
し
と
な
っ
て
い
く
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令
和
６
年
度
税
制
改
正
の
う
ち
、
当
年
度
決
算
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
ら
れ
る
主
要

項
目
を
、
昨
年
同
様
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
形
式
で
改
正
ポ
イ
ン
ト
の
み
一
覧
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
改
正
内
容
の
概
要
把
握
と
再
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

改
正
項
目
１

少
額
の
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入
制
度
等
の
見
直
し
と
延
長

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

● 　

従
業
員
の
数
が
５
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業
者
等
が
、
取
得
価
額
が
30
万
円
未
満

の
減
価
償
却
資
産
（
以
下
「
少
額
減
価
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。）
の
取
得
又
は
製

作
若
し
く
は
建
設
を
し
て
、
か
つ
、
そ
の
中
小
企
業
者
等
の
事
業
の
用
に
供
し
た
場

合
に
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
し
た
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
取
得
価
額

の
全
額
を
損
金
算
入
で
き
る
制
度
の
適
用
期
限
が
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
２
年

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

● 　

ま
た
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
対
象
法
人
か
ら
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す

る
方
法
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
り
法
人
税
の
確
定
申
告
書
等
に
記
載
す
べ
き
も
の
と

さ
れ
る
事
項
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
人
の
う
ち
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

数
が
３
０
０
人
を
超
え
る
も
の
が
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

 　

こ
の
内
容
と
し
て
は
、
中
小
企
業
者
等
の
う
ち
「
中
小
企
業
者
」
は
電
子
申
告
義
務

が
課
せ
ら
れ
な
い
が
、「
等
」
で
あ
る
「
農
業
協
同
組
合
等
」
の
う
ち
資
本
金
又
は
出
資

金
が
1
億
円
超
で
あ
る
法
人
は
、
電
子
申
告
義
務
化
対
象
法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
う
ち
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
３
０
０
人
を
超
え
る
法
人
は
当
制
度
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
る
と
解
せ
ら
れ
ま
す
。

対
象
法
人

制
度
／
取
得
価
額

償
却
方
法

改
正
内
容

内
国
法
人

①�

少
額
の
減
価
償
却
資
産
の　

取
得
価
額
の
損
金
算
入
制
度

10
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産
全
額
損
金
算
入

（
即
時
償
却
）

②�

一
括
償
却
資
産
の
損
金
算
入
制
度

20
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産
3
年
間
で

均
等
償
却

中
小

企
業
者
等

③�
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価

償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損

金
算
入
の
特
例

30
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産

全
額
損
金
算
入

（
即
時
償
却
）

電
子
申
告
義
務
の
あ
る
農
業

協
同
組
合
等
の
う
ち
常
時
使

用
従
業
員
３
０
０
人
超
の
法

人
を
除
外

企 画 管 理 部  だより

令
和
６
年
度
税
制
改
正
の
概
要

令
和
７
年
3
月
期
決
算
実
務
に
お
け
る

税
務
上
の
留
意
点

　
本
年
も
3
月
と
な
り
、
当
年
度
の
経
営
活
動
の
総
括
た
る
決
算
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、“
本
3
月
号
”で
は
、当
年
度
決
算
実
施
に
当
た
っ

て
の
税
務
上
の
留
意
事
項
の
解
説
を
中
心
と
し
た
「
令
和
6
年
度
決
算
に
向
け

て
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
令
和
7
年
3
月
期
決
算
組
合
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
当
該
期
以
外
の
決
算
期
と
な
る
会
員
の
皆
さ
ま
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
紙
面
の
都
合
上
、
該
当
法
令
名
及
び
適
用
条
項
に
つ
い
て
の
記
載
を
割
愛

し
て
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度 

決
算
に
向
け
て
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【 

適
用
時
期
等 

】

本
改
正
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
以
後
に
取
得
又
は
製
作
若
し
く
は
建
設
を
す
る
減

価
償
却
資
産
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
同
日
前
に
取
得
又
は
製
作
若
し
く
は
建
設
を

し
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
項
目
２

賃
上
げ
促
進
税
制
の
改
正
の
概
要
（
中
小
企
業
向
け
）

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

● 　

物
価
高
に
負
け
な
い
構
造
的
・
持
続
的
な
賃
上
げ
の
動
き
を
よ
り
多
く
広
げ
、
効

果
化
を
深
め
る
た
め
に
賃
上
げ
促
進
税
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

● 　

次
に
あ
る
よ
う
に
税
額
控
除
率
及
び
上
乗
せ
要
件
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

〔
改
正
前
〕

〔
改
正
後
〕

【
要
件
】

【
要
件
】

①�

全
雇
用
者
給
与
等
支
給
額:　
　

対
前
年
度
増
加
率
1
・
5
％
以
上

②�

全
雇
用
者
給
与
等
支
給
額:　
　

対
前
年
度
増
加
率
2
・
5
％
以
上

・
変
更
な
し

【
税
額
控
除
】

【
税
額
控
除
】

（
上
乗
せ
無
し
）

要
件
①
の
増
加
率
：

対
前
年
度
増
加
額
の
15
％
の
税
額
控
除

要
件
②
の
増
加
率
：

対
前
年
度
増
加
額
の
30
％
の
税
額
控
除

（
上
乗
せ
無
し
）

・
変
更
な
し

（
上
乗
せ
有
り
）

①
当
期
の
教
育
訓
練
費
≧
前
期

の
教
育
訓
練
費
の
1
・
1
倍⇒

控
除
率
を
10
％
上
乗
せ

（
上
乗
せ
有
り
）

①�

当
期
の
教
育
訓
練
費
≧
前
期
の
教
育
訓
練
費
の
1
・
05
倍

⇒

控
除
率
を
10
％
上
乗
せ
※

② 

子
育
て
支
援
女
性
活
躍
支
援
（
く
る
み
ん
認
定
ま
た
は

え
る
ぼ
し
認
定
２
段
階
目
以
上
）⇒

5
％
上
乗
せ

※�

最
大
で
45
％
の
控
除
率
（
基
本
30
％+�

10
％+�

5
％
）

・�

税
額
控
除
額
は
法
人
税
額
等

の
20
％
を
限
度

・
変
更
な
し

※
教
育
訓
練
費
が
当
期
の
給
与
等
支
給
額
の
0
・
05
％
以
上
と
の
要
件
が
追
加

● 　

中
小
企
業
者
等
は
、
要
件
を
満
た
す
賃
上
げ
を
実
施
し
た
年
度
に
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
金
額
の
5
年
間
の
繰
越
し
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
未
控
除
額

を
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
す
場
合
は
、
未
控
除
額
が
発
生
し
た
年
度
の
申
告
に
お
い

て
、「
給
与
等
の
支
給
額
が
増
加
し
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
明
細

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
欠
損
等
に
よ
り
当
年
度
に
法
人
税
額

が
生
じ
な
か
っ
た
場
合
で
も
未
控
除
額
は
全
額
繰
越
可
能
で
す
。

● 　

本
誌
で
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
中
堅
企
業
・
大
企
業
向
け
の
制
度
の
改
正
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

【 

適
用
時
期
等 

】

本
改
正
後
の
措
置
は
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に

開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
適
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
設
立
事
業
年
度
（
設
立

の
日
を
含
む
事
業
年
度
を
い
い
ま
す
。）、
合
併
以
外
の
事
由
に
よ
る
解
散
の
日
を
含
む

事
業
年
度
お
よ
び
清
算
中
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
は
、
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

改
正
項
目
3

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
の
改
正
と
延
長

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
①
】

● 　

会
議
費
の
実
態
の
変
化
を
踏
ま
え
、
交
際
費
等
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
一
定
の

飲
食
費
に
係
る
金
額
基
準
に
つ
い
て
１
人
当
た
り
１
０
，０
０
０
円
以
下
（
改
正
前
：

令
和
６
年

（
赤
字
）

令
和
７
年

（
赤
字
）

令
和
８
年

（
黒
字
）

法
人
税
額

法
人
税
額

法
人
税
額

賃
上
げ
に
よ
る
税
額
控
除
額

１
，５
０
０

００

４
５
０

控
除
上
限
額=

３
０
０

法
人
税
額
×
20�

％

法
人
税
額
控
除

上
限
３
０
０

未
控
除
額�

１
５
０

繰
越
控
除
額�

３
０
０

税
額
控
除
な
し

未
控
除
額�

４
５
０

繰 越

令
和
11
年
度
ま
で
繰
越
可
能

企 画 管 理 部  だより
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５
，
０
０
０
円
以
下
）
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
②
】

● 　

法
人
が
支
出
し
た
交
際
費
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
損
金
不
算
入
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
前
記
の
交
際
費
等
除
外
基
準
の
他
、
以
下
の
特
例
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
制
度
が
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
３
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

（
大
法
人
の
場
合
）

● 　

法
人
が
支
出
す
る
交
際
費
等
の
う
ち
、
飲
食
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
の
た
め

に
要
す
る
費
用
（
以
下
「
接
待
飲
食
費
」
と
い
い
ま
す
。）
の
50
％
に
相
当
す
る
金
額

を
超
え
る
部
分
の
金
額
は
そ
の
事
業
年
度
の
所
得
金
額
の
計
算
上
、
そ
の
損
金
の
額

に
算
入
し
な
い
。

● 　

但
し
、
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が

１
０
０
億
円
を
超
え
る
法
人
は
、
支
出
す
る
交
際
費
等
の
額
の
全
額
が
損
金
不
算
入

額
と
な
り
ま
す
。

（
中
小
法
人
の
場
合
）

● 　

期
末
の
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
1
億
円
以
下
で
あ
る
等
の
法
人
（
資
本

金
の
額
が
５
億
円
以
上
の
法
人
等
に
株
式
の
１
０
０
％
を
直
接
又
は
間
接
に
所
有
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
子
会
社
等
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、「
接
待
飲
食
費
の
50
％

に
相
当
す
る
金
額
」
と
「
定
額
控
除
限
度
額
（
交
際
費
等
の
額
の
年
８
０
０
万
円
以

下
の
部
分
）」
と
の
い
ず
れ
か
の
金
額
ま
で
を
損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
特
例
措
置
も
維
持
さ
れ
た
ま
ま
の
延
長
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
末
の
出
資

金
の
額
が
1
億
円
を
超
え
て
い
る
中
小
法
人（
農
業
協
同
組
合
も
含
む
）に
つ
い
て
は
、

当
該
特
例
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【 

適
用
時
期
等 

】

　

①
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
令
和
6
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度

分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税

に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

昨
年
12
月
20
日
に
、
防
衛
力
強
化
に
係
る
財
源
確
保
の
た
め
の
税
制
措
置
等
を
含
ん

だ
「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
現
在
開
催
中
の
第
２
１
７
回
通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
、
年
度
末
で
あ
る
3
月

31
日
ま
で
に
「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
法
案
」
が
成
立
す
る
可
能
性
が
高
く
、当
該
「
令

和
7
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
の
内
容
の
今
後
の
動
向
を
注
視
く
だ
さ
い
。

以
上
、
令
和
6
年
度
決
算
に
当
た
り
留
意
を
要
す
る
主
だ
っ
た
税
制
改
正
項
目
に
つ

き
、
重
点
項
目
の
み
を
中
心
に
抽
出
し
概
説
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
み
の
概
要
紹
介
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
各
改
正
事
項
等
の
詳
細
、
ま
た

本
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
改
正
項
目
に
つ
い
て
は
、
関
与
税
理
士
等
に
個
別
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

本
稿
が
会
員
の
皆
さ
ま
の
令
和
6
年
度
決
算
手
続
き
実
施
に
当
た
り
、
多
少
な
り
と

も
お
役
に
立
て
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
参
照
・
参
考
文
献
：「
週
刊 

税
務
通
信
」（
税
務
研
究
会
刊
）

　
　
　
　

及
び
資
料
：
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
令
和
6
年
度
税
制
改
正
関
連
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
令
和
6
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
関
連
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
中
小
企
業
向
け
「
賃
上
げ
促
進
税
制
」
関
連
資
料

［
区　
分
］

大
法
人

中
小
法
人

資
本
金
の
額
等

１
０
0
億
円
超

１
億
円
超

１
０
0
億
円
以
下

１
億
円
以
下

1
万
円
以
下
／
人

損
金
算
入

損
金
算
入

損
金
算
入

損
金
算
入

損
金
不
算
入 交

際
費
等

飲
食
費

1
万
円
超
／
人

損
金
不
算
入

損
金
算
入

8
０
0
万
円
ま
で

※
飲
食
費
の
50
％
損
金
算
入
を
選
択
も
可
能

損
金
不
算
入

損
金

不
算
入

50％50％

＜
8
０
0
万
円
超

 

飲
食
費

損
金
不
算
入

飲
食
費
以
外

（
社
内
接
待
含
む
）
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　農林水産省の畜産統計調査によると、令和6年2月1
日現在の全国の酪農家戸数は11,900戸、前年同月と比

べて94％となりました。毎年のように4～5％前後で減少して
いますが、コロナ禍以降、資材価格や光熱動力費の高騰などが
酪農経営を圧迫しており、（一社）中央酪農会議は昨年12月に
『指定団体で受託している酪農家の戸数が、2024年10月に初
めて1万戸を割り9,960戸となった』と発表しました。

　一方、経産牛頭数は826千頭、前年同月比で99％とな
りました。ここ数年頭数を維持していた北海道はほぼ横ば
い、都府県においては98％となりました。
　生乳生産量（農林水産省牛乳乳製品の生産動向）は需
給の逼迫、緩和を繰り返しながら令和3年度は10年ぶりに
760万tを超えたものの、令和4年度、5年度は前年比98％
台で推移しています。

北海道戸数 都府県戸数 生乳生産量（t）

26252423222120191817 27 28 29 30 令和1 2 3 4 5 6 5,000,000
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北海道経産牛 都府県経産牛 生乳生産量（t）

（ t ）

26252423222120191817 27 28 29 30 令和1 2 3 4 5 6

（頭）

5,000,000

6,000,000

8,000,000

8,500,000
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7,000,000

7,500,000

5,500,000

酪農家⼾数と生乳生産量（全国）

経産⽜頭数と生乳生産量（全国）

　令和6年４月、宮崎県内の13JAは統合されみやざき
農業協同組合が誕生しました。これにより、本会会員で

あった児湯農業協同組合と宮崎中央農業協同組合もJAみやざき
に統合され、みやざき農業協同組合が本会会員になっています。
　また、令和６年12月、群馬県の赤城酪農業協同組合連合会
は、その権利義務を新設した赤城酪農業協同組合に事業継承し解
散しました。さらに、赤城酪農協は、７年１月に名称をぐんま酪
農業協同組合に変更しています。これにより、令和７年１月現在
で正会員は167、準会員は17となりました。
　167の本会正会員のうち、酪農専門の単協、県連・地域連は
46％、生乳販連は5％。酪農以外の専門農協（連合会含む）は
6％。総合農協（連合会含む）は43％という構成割合です。

酪農協 地域酪連 県酪連 生乳販連 その他専門農協・連
総合農協 総合農協地域連 総合農協県連 総合農協全国連

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

全酪連会員の構成（正会員167会員）（令和7年１月現在）

解説

解説

会員概況調査より
　本会では、会員における組織・事業の概要を把握することにより、事業運営における問題点を明確にし、その
改善を図り体質強化に資することを目的として、毎年会員概況調査を実施しています。
　この度、昨年中に会員の皆様にご依頼した令和５年度を対象とした会員概況調査の結果がまとまりました
ので、その内容を報告いたします。

全国の酪農概況（農林水産省 畜産統計調査、牛乳乳製品の生産動向より）１

本会の会員構成割合2

令和5年度
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札幌支所管内 都府県支所管内
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
（戸）

令和2年令和5年

令和５年 令和２年 令和２年比

札幌支所管内 1,730 1,820 95.1

都府県支所管内 3,700 4,566 81.0

合　計 5,430 6,386 85.0

支所管内別　生乳出荷⼾数

支所管内別　生乳出荷⼾数

⑴ 生乳出荷戸数（酪農組合・総合農協130会員中、令和2年と比較可能な91会員）

令和2年

令和5年

令和2年

令和5年

令和2年

令和5年

札
幌
支
所

管
内

都
府
県
支
所

管
内

合
　
計

～20戸 21～40戸 41～60戸 61～80戸 81～100戸
101戸～150戸 151～200戸 201戸～

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

（戸）

生乳出荷⼾数別　会員数

令和5年

令和2年

令和5年

令和2年

令和2年

令和5年

札
幌
支
所

管
内

都
府
県
支
所

管
内

合
　
計

～19戸 20～29戸 30～49戸 50～79戸 80～99戸
100戸～299戸 300戸～ 子畜のみ

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

経産⽜飼養頭数別　割合

　今回は、新型インフルエンザ（いわゆるコロナ）が全
国的に広まるかどうかという令和２年度末（３年前）と

比較可能な単協（酪農組合・総合農協）91会員のデータのみで
比較してみました。
　生乳出荷戸数は、札幌支所管内は95％であったものの、都府
県支所管内は81％と大きく減少し、全体では85％となり、畜産
統計の酪農家戸数の推移（R05/R02比87.8％）を下回りました。
　また、生乳出荷戸数別の組合数は、都府県支所管内69会員
のうち、40戸以下の組合は、3年前の令和2年ではほぼ半数の
36組合でしたが、令和5年では40組合となり半数を超えまし
た。101戸を超える組合数は、3年前の11組合に対し、今回は9
組合と減少し、201戸を超える組合は半減しています。
　札幌支所管内会員においては、生乳出荷戸数が100戸以上の
組合数は変わりませんでしたが、21戸～100戸の各層で出荷戸
数が減少していることがわかります。

解説

　経産牛飼養頭数別の割合も、81会員のデータのみ
で比較してみました。

　札幌支所管内では、19頭以下の酪農家が半減し、300
頭を超える規模の酪農家が1割増加しました。この間の各
階層のシェアはほぼ変わらないものの、戸数自体は各階層
5％ほど減少しています。子畜のみを飼養している生産者
は4割ほど増加しました。
　都府県の会員では、300頭以上の酪農家は7％ほど増加
しましたが、19戸以下が減少したこともあり、それぞれの
シェアは大きく変わりません。

解説

　経産牛頭数も、令和２年度末（３年前）と比較可能な
単協（酪農組合・総合農協）81会員のデータのみで比

較してみました。
　全体で97.2％となり、畜産統計の全国の経産牛頭数

（99.7％）よりも2.5ポイント下回っています。都府県支所管内
会員の減少率（93.8％）においては畜産統計（96.7％）よりも
2.9ポイント下回り、札幌支所管内会員においては102.2％と増
頭しており、畜産統計（102.2％）と同水準を保っています。

解説

札幌支所管内 都府県支所管内
0

50,000
100,000
150,000
200,000
250,000

（頭）

令和2年令和5年

令和５年 令和２年 令和２年比

札幌支所管内 150,773 147,554 102.2

都府県支所管内 203,470 216,950 93.8

全　体 354,243 364,504 97.2

支所管内別　経産⽜飼養頭数支所管内別　経産⽜飼養頭数
⑵ 経産牛飼養頭数（酪農組合・総合農協130会員中令和2年と比較可能な81会員）

（頭）

会員の酪農概況3

～
20
戸

21
～
40
戸

41
～
60
戸

61
～
80
戸

81
～
１
０
０
戸

１
０
１
戸
～
１
５
０
戸

１
５
１
～
２
０
０
戸

２
０
１
戸
～

札幌支所
管内

令和５年 0 8 5 1 0 5 2 1
令和２年 0 6 7 0 1 5 2 1

都府県支所
管内

令和５年 29 11 9 5 4 6 3 2
令和２年 23 13 10 4 4 6 5 4

合　計
令和５年 29 19 14 6 4 11 5 3
令和２年 23 19 17 4 5 11 7 5

生乳出荷⼾数別　会員数の割合
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令和5年度 会員概況調査より

札幌支所管内 都府県支所管内
令和2年令和5年

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
（t）

令和５年 令和２年 令和２年比

札幌支所管内 1,358,809 1,342,205 101.2

都府県支所管内 1,865,864 1,942,159 96.1

合計 3,224,673 3,284,364 98.2

⑶ 生乳取扱量（酪農組合・総合農協130会員中、令和2年と比較可能な87会員）

　生乳取扱数量も、令和２年度末（３年前）と比較
可能な単協（酪農組合・総合農協）87会員のデータ

のみで比較してみました。
　令和2年比で98.2％となり、3年前より減少していま
す。牛乳乳製品統計のR05/R02比が98.5％であることと

比べると、ほぼ同様の傾向が見られました。札幌支所管内
会員では101.2％であり、牛乳乳製品統計の北海道の推移
（100.5％）を上回っており、都府県支所管内での生乳取
扱量96.1%に対し、同統計の都府県の数値と一致していま
した。

支所管内別　生乳取扱量 （�t�） 支所管内別　生乳取扱量

解説

本会会員（酪農組合・総合農協別）における常勤役員・役職員の状況（有効回答 108会員）4

正組合員数 集　計
組合数①

常勤役員のいる組合 １組合当たり
常勤役員数

生乳出荷
戸数

役職員数
（工場・ヘルパー等除く）

生乳出荷１戸当たりの役職員
（工場・ヘルパー等除く）人数組合数② 比率②／①

～ 20戸 11 3 27.3% 0.27 97 147 1.52
21～ 40戸 13 7 53.8% 0.85 389 236 0.61
41～ 60戸 8 5 62.5% 0.75 316 153 0.48
61～ 80戸 5 5 100.0% 1.00 204 122 0.60
81～ 100戸 5 5 100.0% 1.40 340 131 0.39
101～ 150戸 4 2 50.0% 1.50 365 216 0.59
151～ 200戸 7 7 100.0% 1.29 983 374 0.38
201戸～ 3 3 100.0% 2.33 519 211 0.41
全　体 56 37 66.1% 0.96 3,213 1,590 0.49

正組合員数 集　計
組合数①

常勤役員のいる組合 １組合当たり
常勤役員数

生乳出荷
戸数

役職員数
（工場・ヘルパー等除く）

生乳出荷１戸当たりの役職員
（工場・ヘルパー等除く）人数組合数② 比率②／①

101 ～ 150戸 6 6 100.0% 3.00 348 368 1.06
151 ～ 200戸 3 3 100.0% 3.00 169 246 1.46
201戸～ 42 39 92.9% 3.95 2,333 12,912 5.53
全　体 51 48 94.1% 3.78 2,850 13,526 4.75

⑴ 酪農組合（有効回答　酪農組合56会員）

⑵ 総合農協（有効回答　単協52会員）
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生乳出荷１戸当たりの役職員（工場・ヘルパー等除く）人数

101戸～150戸 151～200戸 201戸～

（人）
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00戸
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生乳出荷1戸当たりの役職員（工場・ヘルパー等除く）人数

（人）

１組合当たりの常勤役員数（酪農組合）

１組合当たりの常勤役員数（総合農協）

生乳出荷1⼾当たりの役職員（工場・ヘルパー等除く）人数（酪農組合）

生乳出荷１⼾当たりの役職員（工場・ヘルパー等除く）人数（総合農協）
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　役職員の在籍状況を、有効回答を得られた本会
会員の酪農組合（56会員）及び、総合農協（52会

員）で見てみました。
　酪農組合（単協56会員）においては、正組合員数が101
～150戸の階層を除き、正組合員数が増えるにしたがって
常勤役員を置く組合が増えていますが、常勤役員を置かな
い組合も3割強あることから、1組合当たりの常勤役員数の
平均は0.96人となりました。生乳出荷1戸当たりの役職員

（工場・ヘルパー等除く）の人数は、組合規模が大きくな
るにつれ、少なくなる傾向が見られます。
　一方、総合農協（単協52会員）では、1組合当たりの常
勤役員数は3.77人となっています。生乳出荷1戸当たりの
役職員（工場・ヘルパー等除く）の人数は、酪農家以外
の農業者が多い総合農協では酪農専門農協とは逆の傾向
で、組合規模が大きくなるにつれ、多くなる傾向が見ら
れます。

　（一社）Ｊミルクが発表した生乳及び牛乳乳
製品の需給見通しによると、令和７年度の生乳

生産量は、全国で7,288千t（前年比99.2％）、北海道
では4,234千t（同99.8％）、都府県は3,054千t（同
98.3％）と見通しており、都府県は4年連続の減産、
全国及び北海道では2年ぶりの減産としています。
　2歳未満の乳用雌牛は、北海道で約2千頭増加と見通
すも、都府県では約3千頭減少するとし、搾乳牛となる2
歳以上の乳牛雌牛は、北海道で約5千頭、都府県では約
13千頭減少すると見通しています。生乳供給量は前年比

99.2％、飲用等向処理量は100.3％と見込んでいます。
　今回の会員概況調査も令和５年とコロナ禍前の令和
２年のデータとで比較しましたが、令和６年度は5年度
に引き続き為替は円安傾向で推移し、飼料価格や生産
資材はなどは依然高止まりの傾向です。現在、乳製品
の在庫は一定の水準に収まり、インバウンドも回復を
見せてきた中、牛乳・乳製品の需要拡大が求められて
いるところで、消費者への理解醸成・消費拡大をさら
に訴え、関係団体との連携を一層強化していきたいと
ころです。

まとめ

　有効回答（133会員）の会員において、女性役
員（理事・監事）を置く会員は29会員（21.8％）

でした。総合農協（単協）においては59会員中23会員
（39.0％）で女性役員を置いており、酪農組合（単協）は
74会員中6会員（8.1％）にとどまりました。
　また、役員総数に占める女性役員の割合は、総合農協

（単協）においては5.7％（1,159人中66名）であるのに
対し、酪農組合（単協）では1.8％（499名中8名）にとど
まりました。
　政府は、男女共同参画を掲げている中、農業界にも女性
の進出を進めており、より多くの女性の意見も取り入れる
ことが期待されています。

酪農組合・総合農協別　女性役員の割合
集
計
組
合
数
①

う
ち
、

女
性
役
員
を
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く
組
合

①
の
組
合
の

組
合
数
②

比
率

②
／
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役
員
総
数

（
理
事
＋
監
事
）

女
性
役
員
総
数

女
性
役
員
の

占
め
る
割
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酪農組合

酪農組合（単協） 55 6 10.9% 499 8 1.6%

県酪連・地域酪連 12 0 0.0% 135 0 0.0%

生乳販連 7 0 0.0% 68 0 0.0%

合　計 74 6 8.1% 702 8 1.1%

総合農協

総合農協（単協） 52 23 44.2% 1,159 66 5.7%

県連・地域連合会 7 0 0.0% 80 0 0.0%

合　計 59 23 39.0% 1,239 66 5.3%

酪農組合（単協）における階層別　女性役員の割合
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数
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～ 20戸 11 1 9.1% 79 1 1.3%

21 ～ 40戸 12 0 0.0% 97 0 0.0%

41 ～ 60戸 8 0 0.0% 69 0 0.0%

61 ～ 80戸 5 3 60.0% 43 4 9.3%

81 ～ 100戸 5 1 20.0% 51 2 3.9%

101 ～ 150戸 4 1 25.0% 42 1 2.4%

151 ～ 200戸 7 0 0.0% 74 0 0.0%

201戸～ 3 0 0.0% 44 0 0.0%

全　体 55 6 10.9% 499 8 1.6%

解説

解説

会員の皆様には、調査にご協力いただき感謝申し上げます。
今後とも、会員概況調査に引き続きご協力いただき、一層精度を高めていきたいと思いますのでよろしく
お願いいたします。

会員農協における役員（理事・監事）のうち、女性役員（有効回答　133会員）5
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て
」

講　
　
　
師
：
一
般
社
団
法
人
全
国
酪
農
協
会�

業
務
部�

部
長　
佐
々
木
雄
一
氏

講
演
③
演
題
：「
理
事
の
役
割
」

講　
　
　
師
：
羽
田
総
合
法
律
事
務
所�

弁
護
士　
清
水
徹
氏
／
小
川
嘉
之
氏

研
修
会
で
服
部
氏
は
、「
昨
今
、
酪
農
を
め
ぐ
る
情
勢
が
と
て
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
代
表
理
事
や
、
理
事
会
が
ど
の
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
機
能
さ
せ
て
い
け
ば
良
い

か
と
い
う
事
が
、
今
ま
で
以
上
に
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
理
事
と
監
事
が
協
力

し
合
っ
て
組
織
の
経
営
を
盛
り
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
局
面
に

あ
る
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
、
研
修
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

監
事
の
職
務

監
事
の
役
割
は
、職
員
に
対
す
る
監
視
・
監
督
で
は
な
く
「
理
事
の
職
務
執
行
を
監
視
・

監
督
す
る
」
こ
と
で
す
。

監
事
は
、
理
事
の
不
正
行
為
や
法
令
定
款
に
違
反
す
る
事
実
な
ど
の
違
法
性
の
監
査

は
当
然
職
務
の
範
囲
内
で
す
が
、
妥
当
性
の
監
査
（
良
い
か
、
悪
い
か
）
に
つ
い
て
も
、

一
部
、
監
事
監
査
の
範
疇
に
入
っ
て
き
ま
す
。「
著
し
い
損
害
」「
著
し
く
不
当
」
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
監
事
は
「
お
か
し
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

違
法
性
に
か
か
る
判
断
は
、
監
事
間
の
多
数
決
で
決
め
る
べ
き
性
質
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
監
事
に
は
各
々
単
独
で
権
限
行
使
で
き
る
「
独
任
制
」
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
独
任
制
」
と
い
う
の
は
、
組
合
組
織
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
が
課
さ
れ
て
い
ま

す
。
複
数
の
監
事
が
い
る
場
合
は
、
役
割
分
担
を
定
め
監
査
を
行
っ
て
い
る
組
合
が
大
半
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
法
律
上
は
、
一
人
ず
つ
の
監
事
が
組
合
の
全
部
の
業
務
に
対
し
て

責
任
を
持
っ
て
監
事
監
査
す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
監
事
が
連
帯
責
任
に
よ
っ
て
自
分
の
知

ら
な
い
う
ち
に
任
務
懈
怠
や
重
過
失
と
い
っ
た
責
任
に
問
わ
れ
る
事
態
を
防
ぐ
に
は
、
監
事

間
で
い
か
に
密
接
に
情
報
共
有
を
図
る
か
が
非
常
に
重
要
で
す
。

監
事
の
職
務

公
認
会
計
士
服
部
会
計
事
務
所�

公
認
会
計
士
・
税
理
士　

服
部
夕
紀
氏

「
監
事
の
役
割
と
監
査
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
～
代
表
理
事
等
及
び
理
事
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

ど
う
監
査
す
る
か
？
～
」
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経
営
判
断
の
原
則

理
事
が
下
し
た
経
営
判
断
が
裏
目
に
出
て
損
失
が
生
じ
た
場
合
に
、
理
事
に
法
的
責

任
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
の
基
準
と
な
る
考
え
方
で
す
。

経
営
判
断
の
合
理
性
を
見
る
場
合
、
以
下
の
４
つ
の
具
体
的
着
眼
点
が
重
要
で
す
。

①
誰
か
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
な
い
か
？

②
最
初
か
ら
結
論
あ
り
き
に
な
っ
て
い
な
い
か
？

③
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
を
活
用
し
て
い
る
か
？

④
議
案
に
内
在
す
る
リ
ス
ク
を
分
析
し
、
回
避
策
を
十
分
に
講
じ
て
い
る
か
？

こ
れ
ら
の
4
項
目
に
則
り
大
事
な
議
案
が
協
議
さ
れ
て
い
る
か
、
是
非
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

日
常
監
査
の
工
夫

非
常
勤
監
事
が
監
査
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

重
要
会
議
の
出
席
や
重
要
書
類
の
閲
覧
な
ど
で
は
、
経
営
判
断
の
原
則
が
き
ち
ん
と
成
立

し
て
い
る
か
を
考
え
な
が
ら
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
質
的
重
要
性（
滅

多
に
起
き
な
い
事
案
や
所
見
の
議
案
な
ど
）
と
金
額
的
重
要
性
（
多
額
の
金
額
が
動
く
売
却

や
購
入
な
ど
）
で
す
。
そ
し
て
、
理
事
会
な
ど
で
協
議
の
進
め
方
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら

す
か
さ
ず
発
言
を
し
て
く
だ
さ
い
。
理
事
会
の
議
事
録
は
、
万
が
一
組
合
員
代
表
訴
訟
が
提

訴
さ
れ
た
場
合
、
理
事
や
監
事
の
善
管
注
意
義
務
違
反
や
任
務
懈
怠
責
任
の
有
無
を
立
証

す
る
上
で
、
と
て
も
重
要
な
裁
判
証
拠
と
な
り
ま
す
。
理
事
会
で
何
を
発
言
し
た
か
、
そ
し

て
議
事
録
に
ど
う
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
非
常
に
重
要
で
す
。
職
員
は
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
て
働
い
て
い
る
の
か
、
こ
の
職
場
の
風
土
は
ど
う
か
。
職
員
の
状
態
が
普
段
と
違
う

こ
と
に
す
ぐ
に
気
付
け
る
こ
と
が
、
監
事
自
身
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
監
事

監
査
は
情
報
が
命
で
す
。

ま
た
、
代
表
理
事
組
合
長
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
組
合
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
や
リ
ス
ク
の
変
化
、
課
題
等
を
代
表
理
事
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
を
把
握

す
る
う
え
で
最
も
重
要
で
す
。
監
事
監
査
に
お
い
て
把
握
し
た
問
題
点
や
リ
ス
ク
情
報

な
ど
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
代
表
理
事
の
認
識
を
確
認
す
る
。
本
音
を
い
か
に
引
き

出
す
か
を
心
が
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

非
常
勤
監
事
の
一
番
良
い
と
こ
ろ
は
、
一
歩
引
い
た
視
点
か
ら
物
が
見
え
る
こ
と
で

す
。
監
事
監
査
は
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多
く
、
ご
自
身
の
良
心
に
問
う
し
か
な
い
場
面

も
あ
り
ま
す
。
モ
ヤ
モ
ヤ
が
残
っ
た
ら
必
ず
、
監
事
同
士
で
相
談
し
て
早
い
う
ち
に
解

消
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
是
非
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

常
勤
理
事
と
の
信
頼
関
係

監
事
は
、
業
務
執
行
権
限
が
な
い
た
め
自
ら
改
善
策
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

常
勤
理
事
に
実
際
に
動
い
て
も
ら
っ
て
初
め
て
、
様
々
な
改
善
策
が
図
ら
れ
ま
す
の
で
、

監
事
の
指
摘
が
い
か
に
実
行
す
る
に
値
す
る
も
の
か
を
常
勤
理
事
側
に
理
解
し
て
も
ら
う

努
力
が
重
要
で
す
。「
組
合
・
連
合
会
が
よ
り
良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
方
向

に
向
か
う
た
め
に
指
摘
を
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
指

摘
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
相
手
を
口
説
い
て
そ
の
気
に
さ
せ
て
良
い
方
向
に
向
か
う
、

と
い
う
の
が
監
事
の
腕
の
見
せ
所
と
い
う
気
が
最
近
し
て
い
ま
す
。

代
表
理
事
等
及
び
理
事
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
監
査
と
リ
ス
ク
管
理

皆
さ
ん
の
組
織
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
に
は
、
代
表
理
事
等
及
び
理
事
会
が
、
経

営
管
理
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

① 

組
織
が
目
指
す
べ
き
全
体
像
に
基
づ
き
、
業
務
の
基
本
方
針
（
経
営
方
針
）
を
明

確
に
定
め
て
い
る
か
。

② 

理
事
会
は
、
経
営
方
針
に
沿
っ
た
経
営
計
画
を
明
確
に
定
め
、
こ
れ
ら
を
組
織
全

体
に
周
知
さ
せ
て
い
る
か
。

③ 
経
営
方
針
や
経
営
計
画
は
、
会
員
・
組
合
員
の
販
売
力
の
強
化
及
び
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
等
に
資
す
る
た
め
の
取
組
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
。

④ 

経
営
方
針
や
経
営
計
画
は
、
中
期
計
画
や
事
業
計
画
に
お
い
て
、
何
を
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
か
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
、
会
員
・

組
合
員
の
意
向
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
実
現
可
能
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
か
。

経
営
判
断
の
原
則

日
常
監
査
の
工
夫

常
勤
理
事
と
の
信
頼
関
係

代
表
理
事
等
及
び
理
事
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
監
査
と
リ
ス
ク
管
理
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⑤ 

理
事
会
は
、
経
営
方
針
に
基
づ
き
、
内
部
管
理
基
本
方
針
を
定
め
、
組
織
全
体
に

周
知
さ
せ
て
い
る
か
。
内
部
管
理
基
本
方
針
は
、
組
織
の
規
模
・
特
性
に
応
じ
、

適
切
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

酪
農
家
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
ほ
ど
、
組
合
・
連
合
会
の
保
険
的
な

機
能
の
意
義
は
高
ま
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
組
合
・
連
合
会
は
、
日
常
的
な
相
互
扶
助

に
加
え
て
、
国
の
生
産
者
補
給
金
制
度
や
指
定
事
業
者
へ
の
参
画
、
農
政
活
動
等
を
通

じ
て
国
や
行
政
に
対
し
て
組
合
員
・
会
員
の
現
状
を
訴
え
、
適
切
な
支
援
策
の
実
現
に

結
び
つ
け
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
で
す
。

組
合
員
の
脱
退
等
が
、
組
織
の
財
政
状
態
や
経
営
へ
の
影
響
及
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

代
表
理
事
等
及
び
理
事
会
は
ど
こ
ま
で
適
切
に
把
握
し
て
い
る
か
、
監
事
は
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
生
乳
の
集
乳
の
仕
組
み
１
つ
と
っ
て
も
、
あ
る
程
度

の
生
産
量
が
な
い
と
維
持
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
今
ど
う
い
う
状
況
な

の
で
し
ょ
う
か
。
色
々
な
仕
組
み
が
、
今
本
当
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
米
や
大
豆
な
ど
の
土
地
利
用
型
の
農
業
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
省

の
食
糧
部
会
で
、
地
域
の
担
い
手
に
優
良
農
地
を
集
約
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
相
続
の

対
策
や
生
前
対
策
に
ま
で
組
合
が
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
酪
農
組
合
で
は
組
合
員
の
相
続
な
ど
に
関
与
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
今
、
Ｊ
Ａ
等
で
は
、
優
良
農
地
を
持
っ

て
い
る
組
合
員
の
遺
言
書
の
作
成
や
優
良
農
地
の
地
域
の
担
い
手
へ
の
橋
渡
し
と
い
っ

た
相
続
の
生
前
対
策
に
、
手
を
付
け
始
め
て
い
ま
す
。

組
合
・
連
合
会
が
有
し
て
い
る
か
け
が
え
の
な
い
機
能
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
手
段
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
経
営
資
源
の
よ
り
有
効
な
活
用
方
法
は
な
い
か

と
い
っ
た
検
討
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
経
営
状
況
の
把
握
及
び
安
定
経
営
に
向
け
た
支
援

組
合
員
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
丁
寧
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
組
合
員
の
突
然
の
離
農
等
に
よ
る
脱
退
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組

織
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
す
。
組
合
員
の
経
営
状
況
（
例
え
ば
、
購

買
未
収
金
の
支
払
い
状
況
な
ど
）
を
継
続
的
か
つ
適
切
に
組
織
が
把
握
し
て
い
る
か
、

ま
た
購
買
未
収
金
等
の
回
収
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
具

体
的
に
検
討
し
て
い
る
の
か
、
更
に
組
合
員
の
安
定
経
営
に
向
け
た
指
導
や
支
援
策
を

適
切
に
行
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
、
監
事
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

廃
業
が
増
え
つ
つ
も
、
将
来
に
わ
た
り
組
織
の
事
業
を
維
持
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

廃
業
し
た
組
合
員
の
牛
を
他
の
組
合
員
に
預
け
る
と
か
、
新
し
い
就
農
者
を
育
成
す
る

な
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
組
合
や
連
合
会
が
音
頭
を
と
っ
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

時
期
が
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
策
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
役
員

が
問
題
認
識
を
も
っ
て
早
め
に
動
け
ば
、
何
も
や
ら
な
か
っ
た
時
に
比
べ
て
効
果
は
大

き
く
な
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
役
員
は
今
動
い
て
い
る
組
合
の
仕
組
み
を
続
け
て
い

く
と
い
う
責
務
を
負
っ
て
い
る
た
め
、「
将
来
的
な
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
」

と
い
う
こ
と
を
、
理
事
、
監
事
で
き
ち
ん
と
共
有
で
き
て
い
る
か
、
今
一
度
み
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
ま
ず
現
状
認
識
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
組
合
の
経
営
は
、
組

合
員
の
経
営
状
況
と
密
接
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
経
営
体
の
法
人
化
を
勧
め
る
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。
法
人
化
す
れ
ば
、

そ
の
組
合
員
の
酪
農
業
の
資
産
を
会
社
の
株
式
に
転
嫁
で
き
ま
す
し
、
個
人
の
資
産
と
法
人

の
資
産
が
分
か
れ
る
の
で
個
人
が
引
退
し
た
と
し
て
も
法
人
で
あ
る
経
営
体
は
残
り
、
事
業

承
継
の
た
め
の
選
択
肢
が
増
え
ま
す
。
組
合
員
に
対
し
、
法
人
化
へ
の
提
案
を
組
合
長
や
常

勤
理
事
が
考
え
て
い
る
か
を
、
監
事
は
目
を
光
ら
せ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
全
組
合

員
に
対
し
て
対
応
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
、
大
規
模
農
家
は
組
織
の
仕
組
み
を

維
持
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
法
人
化
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
常
勤
理
事
に
聞
い
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
状
況
が
分
か
っ
た
上
で
、
組
合
・
連
合
会
の
積
み
上
げ
の
中

期
計
画
を
作
っ
て
い
る
か
。
ど
う
に
も
い
か
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
次
は
何
が
で
き

る
か
？
合
併
な
の
か
？
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
検
討
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

皆
さ
ん
の
組
織
の
シ
ス
テ
ム
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
は
消
費
者
に
と
っ
て
も
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
局
面
で
、
皆
さ
ん
は
組
合
・
連
合
会
の
役
員
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
個
々
の
組
合
員
の
状
況
に
口
を
出
す
の
は
い
か
が
な
も
の
か
…
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
歩
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
る
と
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
経
営
状
況
の
把
握
及
び
安
定
経
営
に
向
け
た
支
援

令和６年度
全酪連・全国酪農協会
理事・監事・職員研修会
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札
幌
支
所

東
京
支
所

仙
台
支
所

名
古
屋
支
所

●酪農業に関する理解醸成活動
会場：Ａコープ 浜頓別 ラ・ラック店
開催日：12月26日㈭
参加者： 東宗谷農業協同組合 青年部 ３名
　　　    東宗谷農業協同組合 職員 １名

●�復興マルシェ（東北みやぎ復興マラソン2024連動企画）
会場：名取市民体育館特設会場
開催日：11月３日㈰
参加者： 東北酪農青年女性会議 他

酪農業に対する

理解醸成活動報告3

●県産牛乳消費拡大キャンペーン
会場：JA北新潟直売所「こったま～や」
開催日：12月20日㈮
参加者：新潟県酪農業協同組合連合会 他

●モ～っと牛乳飲んでくだ祭
会場：けやきウォーク前橋
開催日：12月15日㈰
参加者： 群馬県酪農青年女性会議連絡協議会 他

●�第22回協同組合まつり
会場：新潟市産業振興センター
開催日：12月８日㈰
参加者：新潟県酪農業協同組合連合会 他

●�2024はんだふれあい産業まつり
会場： 半田ぴよログスポーツパーク会場

（半田運動公園）
開催日：11月10日㈰
参加者： 愛知県酪農業協同組合

尾張支所 他

●�酪農業に関する理解醸成活動
会場： 相可高等学校
開催日：令和７年２月10日㈪
参加者： 三重県酪農農業協同組合 他

●�美し国市町
　対抗駅伝市町物産展
会場： 三重交通
　　  Ｇスポーツの杜伊勢
開催日：令和７年
　　　  ２月16日㈰
参加者： 三重県酪農農業

協同組合 他

●�牛乳を飲モ～ !��三重県産牛乳の消費拡大キャンペーン
会場：津駅東口前
開催日：12月23日㈪
参加者： 三重県酪農農業協同組合 他

●�岡崎幸田農業者のつどい
会場： JAあいち三河本店
開催日：令和７年１月21日㈫
参加者： 愛知県青年女性部 他

　１月号に引き続き、全国各地で展開されている
理解醸成活動のご報告をいたします。
　ご協力いただいている関係者の皆様に深く御礼
申し上げます。

●�令和6年度第21回農大祭&西山農業祭
会場：三重県農業大学校
開催日：12月7日㈯
参加者：三重県酪農農業協同組合 他
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酪農業に対する理解醸成活動報告3

福
岡
支
所

●�Welcome�Garden�2024�植物縁�～人と緑の縁結び～
会場：パークプレイス大分
開催日： 11月9日㈯・10日㈰
参加者： 大分県酪農業協同組合 他

●�第13回学校給食フェア
会場：大分スポーツ公園 レゾナックドーム 西ホワイエ
開催日：11月２日㈯
参加者：大分県酪農業協同組合 他

●�大分マルシェ
会場：大分いこいの道広場
開催日：11月９日㈯
参加者：大分県酪農業協同組合 他

●�MIYAZAKI�Delicious�Market
会場：イオンモール宮崎
開催日： 12月14日㈯・15日㈰
参加者： 宮崎県酪農青年女性連絡協議会 

他

大
阪
支
所

●�ひろしまフードフェスティバル
2024

会場：広島城周辺
開催日：10月26日㈯・27日㈰
参加者：広酪メンバーズクラブ
　　　  他

●�そばまつりとよひら
会場： 道の駅 豊平どんぐり村
開催日：11月17日㈰
参加者： 広酪メンバーズクラブ 他

●�佐伯区民まつり
会場：佐伯区民文化センター
開催日：11月10日㈰
参加者：広酪メンバーズクラブ 他
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▲ 左から千代子さん（奥様）、航さん（次男／後継者）、陽一さん（牧場主）、和恵さん（母）、拓哉（愛犬）

宮崎県都城市

今山牧場

宮崎県都城市

日
本

   
酪
農

No.
381

家
族
に
支
え
ら
れ
て

繋
ぐ
後
継
者
へ
の
バ
ト
ン

〜
九
州
・
沖
縄
の
酪
農
仲
間
と
と
も
に
進
め
る
改
良
〜

産
部
門
が
占
め
、
肉
用
牛・豚・ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
令
和
4
年
市
町
村

別
農
業
産
出
額
が
約
９
１
１
億
円
で
、
４

年
連
続
で
全
国
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
て
最
高
賞

の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
史
上
初
の
4
大
会

連
続
で
受
賞
し
た
「
宮
崎
牛
」
や
焼
酎
を

は
じ
め
と
し
た
特
産
品
の
人
気
が
非
常
に

高
く
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
寄

付
額
が
令
和
４
・

５
年
度
と
２
年

連
続
で
全
国
1

位
、
10
年
連
続

で
1
桁
台
の
順

位
が
続
い
て
い
ま
す
。

都
城
市
に
は
、「
デ
ー
リ
ィ
牛
乳
」
の

名
で
広
く
知
ら
れ
、
日
本
初
の
乳
性
炭
酸

飲
料
「
ス
コ
ー
ル
」
の
製
造
・
販
売
も
手

掛
け
る
農
協
乳
業
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
南
日

本
酪
農
協
同
㈱
（
有
村
義
昭
代
表
取
締
役

社
長
）
が
本
社
を
置
い
て
い
ま
す
。
今
山

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
宮
崎
県
都
城

市
で
酪
農
を
営
む
今
山
牧
場
で
す
。
所
属

し
て
い
る
宮
崎
県
南
部
酪
農
業
協
同
組

合
（
池
田
利
弘
代
表
理
事
組
合
長
）
は
、

酪
農
家
戸
数
15
戸
（
令
和
7
年
1
月
末
現

在
）、
出
荷
乳
量
７
，０
８
０
ｔ
（
令
和

5
年
度
実
績
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

山
牧
場
の
3
代
目
経
営
者
で
あ
る
今い

ま
や
ま山

陽よ
う
い
ち一
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
域
の
紹
介

今
山
牧
場
が
位
置
す
る
宮
崎
県
都
城
市

は
、
県
西
部
の
鹿
児
島
県
と
の
県
境
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
1
月
に
、
都

城
市
・
山
之
口
町
・
高
城
町
・
山
田
町
・

高
崎
町
の
1
市
4
町
が
合
併
し
、
現
在
の

都
城
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
人
口
は
約

16
万
人
で
、
南
九
州
で
は
鹿
児
島
市
・
宮

崎
市
に
次
い
で
３
番
目
の
拠
点
都
市
で
す
。

面
積
は
約
６
５
３
㎢
で
、
県
内
2
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
全
体
の
農
業
産
出
額
の
約
8
割
を
畜

▲ ふるさと納税でも大人気な「宮崎牛」
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牧
場
が
所
属
す
る
宮
崎
県
南
部
酪
農
業
協

同
組
合
の
設
備
を
昭
和
35
年
に
引
き
継
ぎ

南
日
本
酪
農
協
同
㈱
が
設
立
さ
れ
、
南
九

の
祖
父
が
立
ち
上
げ
、
父
と
伯
父
が
共
同

経
営
で
牧
場
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

後
、昭
和
55
年
に
別
々
の
牧
場
に
分
か
れ
、

本
場
で
あ
る
現
在
の
今
山
牧
場
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
南
日
本
酪
農
協
同
㈱
の

関
連
会
社
で
あ
る
高
千
穂
牧
場
と
連
携

し
、
搾
乳
牛
の
う
ち
約
半
数
ジ
ャ
ー
ジ
ー

を
飼
養
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
陽
一
さ
ん
は
地
元
の
宮
崎
県
立
都
城

農
業
高
校
を
卒
業
後
、
宮
崎
県
立
農
業
大

学
校
に
進
学
し
、平
成
14
年
（
当
時
21
歳
）

に
就
農
、父
の
他
界
を
機
に
平
成
25
年（
当

時
32
歳
）
に
経
営
移
譲
し
ま
し
た
。

自
給
飼
料
を
活
用
し
た
飼
料
給
与
体
系

作
付
概
要

作 

物

面 

積

調
整
方
法

備 

考

デ
ン
ト
コ
ー
ン
13�

ha
サ
イ
レ
ー
ジ

（
約
10�

ha
バ
ン

カ
ー
サ
イ
ロ
・

約
３
ha
ダ
イ
レ

ク
ト
コ
ン
ビ

ラ
ッ
プ
）

1
期
作

（
4
月
播
種
、

７-

８
月
収
穫
）

※�

収
穫
状
況
が
極

端
に
悪
い
年
は

2
期
作
の
時
も

イ
タ
リ
ア
ン

８
ha
サ
イ
レ
ー
ジ

（
全
量
ラ
ッ

プ
ロ
ー
ル
）

2
番
刈
り
ま
で

（
4
月
上
旬
、

5
月
中
旬
収
穫
）

二
条
大
麦
４
ha
サ
イ
レ
ー
ジ

（
全
量
ラ
ッ

プ
ロ
ー
ル
）

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

裏
作（
9
月
播
種
、

12
月
収
穫
）

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
播
種
は
Ｊ
Ａ
都
城
に
、

収
穫
は
近
隣
の
酪
農
家
10
戸
で
構
成
さ
れ

た
農
事
組
合
法
人
霧
島
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

（
自
走
式
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
1
台
、
ダ
ン
プ
3

台
保
有
）
に
作
業
委
託
し
て
い
ま
す
。
イ

タ
リ
ア
ン
・
二
条
大
麦
は
自
己
保
有
の
機

械
で
全
て
の
作
業
を
陽
一
さ
ん
が
行
っ
て
い

ま
す
。
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
調
整
方
法
は
、
バ

ン
カ
ー
サ
イ
ロ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ン
ビ
ラ
ッ

プ
の
2
種
類
で
、
夏
場
に
腐
敗
や
二
次
発

酵
が
少
な
く
品
質
が
安
定
し
た
ダ
イ
レ
ク

ト
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
の
サ
イ
レ
ー
ジ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。「
自
給
飼
料
は
刈
り
遅
れ
る

と
嗜
好
性
や
泌
乳
性
の
悪
化
を
招
い
て
し

州
の
酪
農
家
と
と
も
に
今
日
ま
で
歩
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

牧
場
の
概
要

現
在
の
飼
養
頭
数
は
、
経
産
牛
48
頭
、

育
成
牛
30
頭
、
日
乳
量
は
約
１
，
３
５
０

㎏
、
経
産
牛
1
頭
あ
た
り
年
間
乳
量
は
約

９
，４
０
０
㎏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
山
牧
場
は
、
牧
場
主
の
陽
一
さ
ん

（
44
歳
）
が
経
営
全
般
を
、
搾
乳
は
ご
夫

婦
で
、
哺
育
管
理
は
奥
様
の
千ち

よ

こ
代
子
さ
ん

が
担
っ
て
お
り
、
母
の
和か

ず
え恵

さ
ん
も
牛
舎

清
掃
な
ど
の
軽
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
お
子
様
が
3
人
お
り
、
長
男

（
21
歳
）
は
就
職
、
長
女
（
19
歳
）
は
専

門
学
生
、
次
男
（
18
歳
）
の
航こ

う

さ
ん
は
、

現
在
地
元
の
宮
崎
県
立
都
城
農
業
高
校
の

３
年
生
で
、
北
海
道
の
学
校
法
人
八
紘
学

園 

北
海
道
農
業
専
門
学
校
に
進
学
さ
れ
、

卒
業
後
は
後
継
者
と
し
て
牧
場
に
戻
っ
て

く
る
予
定
で
す
。
取
材
の
日
は
ち
ょ
う
ど

卒
業
前
の
お
休
み
の
期
間
で
牛
舎
作
業
を

手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
酪
農
情

勢
下
で
す
が
、
き
っ
と
日
々
の
陽
一
さ
ん

の
背
中
を
見
て
「
牧
場
を
継
ぎ
た
い
！
」

と
感
じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

牧
場
の
沿
革

今
山
牧
場
は
、
昭
和
28
年
に
陽
一
さ
ん

見て歩紀日本酪農

▲ 　　　　　　　 都城工場

▲ 寝ている牛が非常に多い搾乳牛舎の様子

▲ 牛舎外観
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ま
う
。手
間
ひ
ま
掛
け
て
自
給
飼
料
を
作
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
良
質
な
物
を
収
穫
・
給

与
し
た
い
。」
と
の
考
え
か
ら
、
特
に
適
期

収
穫
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

搾
乳
牛
の
給
与
メ
ニ
ュ
ー

品　
目

給
与
量
／
日
（
現
物
）

自
給�

コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

23�

kg

自
給�

イ
タ
リ
ア
ン
（
1
番
刈
り
）

６
kg

自
給�

イ
タ
リ
ア
ン
（
2
番
刈
り
）

１
kg

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

２
kg

配
合
飼
料

13�

kg

�

給
与
形
態
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
＋
高
泌
乳
牛
へ

の
少
量
の
ト
ッ
プ
ド
レ
ス
で
す
。
自
給
飼

料
の
活
用
を
主
軸
と
し
な
が
ら
、
約
4
ヶ

月
齢
ま
で
は
チ
モ
シ
ー
・
ク
レ
イ
ン
グ
ラ
ス

を
、
育
成
・
乾
乳
牛
に
は
ス
ー
ダ
ン
な
ど

の
輸
入
粗
飼
料
を
併
用
し
て
い
ま
す
。
搾

乳
牛
向
け
メ
ニ
ュ
ー
の
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ

の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
馴
致
と
分
娩

後
の
ス
ム
ー
ズ
な
食
い
上
が
り
を
図
る
た

め
、育
成
後
期
か
ら
自
給
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー

ジ
を
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ
、
乾
乳
期
に
も
給

与
し
て
い
ま
す
。
育
成
・
乾
乳
牛
へ
の
コ
ー

ン
サ
イ
レ
ー
ジ
給
与
は
賛
否
両
論
あ
り
ま

す
が
、
今
山
牧
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
な
く
上

手
く
い
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

高
水
準
の
乳
質
を
維
持

今
山
牧
場
は
高
水
準
の
乳
質
を
維
持
す

る
た
め
に
日
々
努
め
て
お
り
、
九
州
生
乳

販
売
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
実
施
す
る

生
乳
品
質
共
励
会
に
お
い
て
、
令
和
3
年

度
に
は
20
番
代
に
入
り
優
秀
賞
を
受
賞
、

そ
の
他
の
年
に
お
い
て
も
優
良
賞
を
数
多

く
受
賞
し
て
い
ま
す
。

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
型
得
点

で
90
点
以
上
を
獲
得
し
、
そ
の
他
の
条
件
を

ク
リ
ア
し
た
牛
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で
あ
る

〝
エ
ク
セ
レ
ン
ト
〞
を
、
宮
崎
県
内
初
と
な

る
3
代
（
初
代
は
ブ
ラ
ケ
ン
号
）
で
獲
得
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ラ
ケ
ン
号
の
現
在
の
産

次
数
は
9
産
で
も
う
少
し
で
11
歳
を
迎
え

ま
す
。
乳
房
炎
に
一
度
も
罹
っ
た
こ
と
も
な

く
、
現
在
も
泌
乳
最
盛
期
は
40 

㎏
台
中
盤

の
乳
量
が
出
て
い
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
驚

き
で
す
。「
こ
の
牛
が
共
進
会
を
教
え
て
く

れ
た
ん
だ
。」
と
ブ
ラ
ケ
ン
号
を
優
し
く
愛

で
な
が
ら
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
産
次

数
で
乳
房
底
面
が
こ
ん
な
に
高
い
の
か
！
と

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
と
て
も
落
ち
着

い
て
い
て
人
懐
っ
こ
く
、
筆
者
の
語
彙
力
で

は
上
手
く
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、〝
静
か
な

る
風
格
〞
な
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。「
7

産
く
ら
い
ま
で
は
共
進
会
に
出
品
し
て
い
た

が
負
担
も
大
き
い
。
少
し
で
も
長
く
牛
舎
に

い
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
現
在
は
出
品

し
て
い
な
い
。
生
涯
乳
量
10
万
㎏
搾
る
の
が

目
標
な
ん
だ
。」
と
語
る
陽
一
さ
ん
の
言
葉

か
ら
、
今
山
牧
場
を
象
徴
す
る
ブ
ラ
ケ
ン

号
へ
の
愛
と
感
謝
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
20
回

オ
ー
ル
九
州
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト

シ
ョ
ウ
に
お
い
て
も
、
出
品
牛
「
グ
ロ
ー

リ
ー
ナ
ウ 

Ｆ 

テ
ド 

マ
ダ
ム 

ミ
ス
タ
ー
メ

良
い
乳
質
を
維
持
す
る
た
め
に
早
期
発

見・早
期
治
療
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。「
日
々

の
観
察
が
何
よ
り
重
要
だ
。
治
療
し
て
い

る
間
は
生
乳
を
出
荷
で
き
な
い
が
、
乳
質

基
準
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
怯
え
な
が
ら
騙
し
だ

ま
し
駆
け
引
き
を
す
る
よ
り
、
早
く
治
し

た
方
が
結
果
と
し
て
経
営
に
プ
ラ
ス
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
搾
乳
方
法
は
特
に
こ
だ
わ
っ
て
な
い
よ
！
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
き
っ
と
ご
夫
婦

と
も
に
搾
乳
の
み
な
ら
ず
日
々
の
作
業
を

基
本
に
忠
実
に
丁
寧
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。
清
潔
に
整
然
と
干
さ
れ
た
搾

乳
タ
オ
ル
、
向
き
を
揃
え
て
定
位
置
に
置

か
れ
た
給
餌
車
や
一
輪
車
な
ど
、
牛
舎
内
の

様
々
な
様
子
か
ら
垣
間
見
え
ま
し
た
。

改
良
・
共
進
会

陽
一
さ
ん
は
、
宮
崎
県
乳
用
牛
改
良
同
志

会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
共
進
会
へ
の

出
品
を
は
じ
め
た
の
は
就
農
２
年
目
か
ら

で
、
本
格
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
同
級
生
の
酪
農
仲
間
か
ら
の
誘
い
で

し
た
。
そ
の
後
着
実
に
努
力
を
積
み
重
ね
、

令
和
３
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
畜

産
共
進
会
に
お
い
て
、出
品
牛「
グ
ロ
ー
リ
ー

ナ
ウ 

テ
ド 
マ
ダ
ム 
ブ
ラ
ケ
ン
」
が
、
最
も

優
秀
な
牛
に
与
え
ら
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
き
、
前
回
大
会
に
引
き
続
き
2

見て歩紀日本酪農

▲ バンカーサイロ ▲ 良質な自給イタリアン
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リ
ツ
ク
」
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

輝
い
て
い
ま
す
。
体
格
が
大
き
く
ス
タ
イ

ル
の
良
い
牛
が
評
価
さ
れ
る
ト
レ
ン
ド
に

流
さ
れ
ず
、「
自
分
の
牛
舎
・
経
営
に
合
っ

た
改
良
を
進
め
て
い
く
こ
と
」
を
念
頭
に

置
き
、
乳
房
が
良
く
コ
ン
パ
ク
ト
で
足
腰

が
強
い
牛
の
遺
伝
改
良
を
進
め
て
き
た
そ

う
で
す
。「
最
近
は
審
査
に
お
い
て
体
格
の

大
き
さ
よ
り
も
機
能
的
な
牛
が
評
価
さ
れ

る
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
共
進
会
で
体
格
が
大
き
い
牛
が
多
く
出

品
さ
れ
て
い
る
中
、
評
価
し
て
も
ら
え
た

の
で
は
な
い
か
。」
と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
基
本
的
に
外
部
導
入
は
せ
ず
、
雌

雄
判
別
精
液
を
積
極
的
に
使
用
し
て
自
家

後
継
牛
で
牛
群
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
現

代
は
改
良
も
進
み
乳
量
が
出
る
牛
が
多
い

の
で
、
乳
量
よ
り
も
む
し
ろ
長
命
連
産
で

受
胎
率
が
高
い
改
良
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
乳
用
牛
改
良
へ
の
貢
献
と
家
族
の
理
解

ま
た
、
宮
崎
県
の
乳
用
牛
改
良
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
登
録
協
会
の
認
定
審
査
員
に
挑
戦
、

昨
年
見
事
合
格
し
県
内
の
酪
農
家
と
し
て

初
め
て
協
会
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
共
進
会
は
ど
こ
の
牧
場
も
日
頃

の
苦
労
が
詰
ま
っ
た
エ
ー
ス
の
牛
を
連
れ
て

く
る
。
身
が
引
き
締
ま
る
し
、
こ
れ
か
ら
審

査
に
お
呼
び
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
失

礼
の
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
審

査
講
評
に
お
い
て
は
、
上
位
の
牛
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
下
位
の
牛
へ
の
講
評
を
し
っ
か
り
と

行
う
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。」
と

今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

同
志
会
の
会
長
を
担
っ
て
か
ら
出
張
で

会
議
な
ど
に
出
席
す
る
こ
と
が
増
え
て
大

変
で
す
が
、
他
県
の
酪
農
仲
間
と
の
交
流

や
情
報
交
換
が
非
常
に
勉
強
に
な
る
し
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
の
牧
場

だ
け
で
は
な
く
県
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
目
線
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。「
何
よ
り
こ
う
し
て
牛
舎
・

家
を
あ
け
て
様
々
な
活
動
が
で
き
る
の
は

家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
。
特
に
妻
に

は
苦
労
を
掛
け
て
い
る
が
本
当
に
感
謝
し

て
い
る
。」
と
い
う
イ
ケ
メ
ン
発
言
も
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
奥
様
〜
！
読
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
か
〜
？
笑
）。

今
後
の
展
望

北
海
道
に
進
学
さ
れ
る
後
継
者
の
航
さ

ん
が
戻
っ
て
く
れ
ば
、
規
模
拡
大
や
和
牛
繁

殖
と
の
複
合
経
営
に
取
り
組
む
構
想
が
あ

り
ま
す
。
現
在
和
牛
の
ド
ナ
ー
が
1
頭
お

り
、
今
年
の
秋
か
ら
採
卵
を
予
定
し
て
い
ま

す
。「
た
だ
、
酪
農
家
の
本
業
は〝
搾
り
〞
で

あ
り
乳
代
が
最
重
要
。
和
牛
も
良
い
が
あ

く
ま
で
副
産
物
と
い
う
考
え
だ
。」
と
の
こ

と
で
し
た
。
航
さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
の
ち
将

来
的
に
本
人
が
や
り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
て

あ
げ
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
は
あ
ま
り
に
も
建
築
資
材

や
牛
舎
建
築
コ
ス
ト
が
高
過
ぎ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
今
は
圃
場
面
積
の
拡
大
、
ト
ラ
ク

タ
ー・Ｔ
Ｍ
Ｒ
ミ
キ
サ
ー・バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー・

バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
の
機
械・
設
備
の

更
新
、
さ
ら
な
る
牛
群
の
改
良
な
ど
、
仮
に

規
模
拡
大
し
な
い
選
択
を
し
た
場
合
に
も

無
駄
に
な
ら
な
い
投
資
を
先
行
し
て
行
っ
て

お
り
、
航
さ
ん
に
継
承
す
る
将
来
を
見
据

え
た
土
台
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

こ
の
度
は
ご
多
忙
の
中
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

非
常
に
厳
し
い
酪
農
情
勢
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
も
陽
一
さ
ん

の
あ
と
を
継
ぎ
た
い
と
思
い
北
海
道
へ
の
進

学
を
決
め
た
後
継
者
の
航
さ
ん
、
そ
ん
な

航
さ
ん
の
た
め
に
着
々
と
継
承
の
準
備
を

進
め
て
い
る
陽
一
さ
ん
、
そ
れ
を
献
身
的
に

支
え
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
。
昨
今
は
何
か

と
暗
い
話
が
多
い
酪
農
業
で
す
が
、
牧
場

の
未
来
を
紡
い
で
い
く
皆
さ
ん
の
姿
を
見

て
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
酪
農
業

の
未
来
に
一
筋
の
光
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

酪
農
専
門
農
協
の
全
国
連
で
あ
る
全
酪
連

の
一
員
と
し
て
、「
会
員
生
産
者
の
心
を
心

と
し
て
」多
方
面
か
ら
酪
農
経
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
け
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
今
山
牧
場
と
宮
崎
県
の
酪
農
・
畜

産
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
な
ら
び
に
今
山
家

の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
っ
て
い
ま
す
。  

（
Ｂ
・
Ｙ
）

見て歩紀日本酪農

▲ ご自宅に飾られた数々の共進会受賞歴

▲ 宮崎県畜産共進会2連覇達成時のブラケン号
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酪農TOPICS酪農TOPICS

「第７回らくのうマルシェ」を開催しました
酪農部酪農部
発発

2025年1月25日㈯に、酪農会館エントランスで
「第7回らくのうマルシェ」を開催いたしました。今
回は、牛乳乳製品だけではなく、本会が取扱う国産経
産牛の焼肉・ステーキ用等の冷凍牛肉の販売も行いま
した。
当日は、肌寒い中ではありましたが、午前中から

多くの方の来場があり、東京都内ではなかなか見るこ
とのないご当地牛乳乳製品を手に取る姿が多くみられ
ました。また、来場者の中には国産経産牛について、
職員の説明を聞き酪農への関心が高まったとの声も聞

かれました。
販売していた商品の中には、午前中で売り切れて

しまう商品もあり、午後に来場された方からは「お目
当ての品がなく残念」という声も聞かれましたが、次
回以降は新たな施策も取り組みながら、多くの方々に
牛乳乳製品の魅力と消費拡大のメッセージを届けてい
きたいと考えております。
次回は、６月頃を予定しておりますので、皆様お

楽しみに！� （M.A）

v

らくのう

マルシェ
入場
無料

全国各
地の

⽜乳・
乳製品

が

代々⽊
に集合

‼
全国各

地の

⽜乳・
乳製品

が

代々⽊
に集合

‼

10:00 16:00 

第7回

      主 催      

全国酪農業協同組合連合会
 東京都渋⾕区代々⽊1-37-2
��（お問い合わせ：0120-370-566)

１/２５土

会場
酪農会館1階エントランス
東京都渋⾕区代々⽊1-37-2

会場

▲ 多くのお客様にご来場いただきました！

▲

 国産経産牛肉も販売しました。
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酪農TOPICS酪農TOPICS

新潟県酪農業協同組合連合会
「稲WCS流通体制普及研修会」を開催!

東 京東 京
支所発支所発

令和６年11月15日㈮、新潟県新潟市のデンカビッグ
スワンスタジアムにおいて、新潟県酪連主催による「稲
WCSの流通体制普及に係る研修会」を開催しました。
今回は新潟県畜産課の協力のもと、会場と県内各

地をWEB接続し、稲WCS生産及び流通体制の円滑
化、耕畜連携の取組みを推進し広域的な体制を構築す
ることを目的として、稲作法人や酪農家、行政及び関
係団体含め計64名が参集し実施されました。

�新潟県酪連代表理事会長でもある藤田�毅氏が「耕
畜連携について」と題して講演、新潟県畜産研究セン
ター�主任研究員�神戸崇氏から「稲WCS『つきはや
か』の品種特性や栽培管理等について」、そして、新
潟県畜産課�技師�大平拓也氏から「稲WCS栽培につ
いて」の情報提供をそれぞれいただきました。
その後、参加者全員を交えて稲WCS栽培や利用に

関する意見交換を行いました。� （F.S）

東北酪農専門団体協議会と
日本酪農政治連盟東北ブロック協議会

「合同研修会」開催

仙 台仙 台
支所発支所発

東北酪農専門団体協議会（小西善之会長（岩手中
央酪農業協同組合代表理事組合長））と日本酪農政治
連盟東北ブロック協議会（柴田輝男会長（秋田県酪
農連盟会長））は令和7年2月17日、初の試みとな
る合同での研修会を開催しました。21名の出席のも
と、講師に農林水産省畜産局牛乳乳製品課課長補佐平

田裕祐氏と、同じく飼料課飼料増産企画班係長田中佑
一氏を招き「酪農をめぐる情勢」と題し、酪肉近関連
や生乳需給関係について説明をいただきました。令和
7年度当初予算並びに令和６年度補正予算の概要にも
触れ、対策・支援策に対する生産現場からの意見交換
を行いました。� （Ｎ.Ｊ）

▲ 研修会の様子

▲ 挨拶をする
　 小西会長

▲ 挨拶をする柴田会長▲ 講師
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「系統飼料（全酪連）知多牛枝肉研究会」
今年も開催！

名古屋名古屋
支所発支所発

「系統飼料(全酪連)知多牛枝肉研究会」が、令和７
年２月14日㈮に大阪市中央卸売市場南港市場（大阪
市住之江区南港）で盛大に開催されました。
これは、全酪連の肥育飼料を給与した肥育牛を対

象としたもので、今回出品した頭数は全部で32頭。
交雑種めす５頭、交雑種去勢24頭、和牛去勢３頭で
あり、今回の研究会は交雑種で競われました。
交雑種全体の結果は平均枝肉重量がめす508.9kg、

去勢が572.7kgでkg単価はめすが1,681円、去勢が
1,555円でした。格付はＢ等級以上率が72.5%、ほぼ
全ての枝肉が３等級以上、また全体の半数以上が４等
級以上という高い水準の研究会でした。血統では「知恵
久」「愛之国」が存在感を示していました。
今回の研究会で最優秀賞となったのは交雑種めす

25.08ヶ月齢「知恵久」で枝肉重量は489.4kg、
格付B5、BMSNo.8、BCSNo.4の成績を収めまし
た。kg単価は1,954円でした。
また優秀賞には交雑種去勢23.25ヶ月齢「愛之

国」が、優良賞には交雑種去勢25.01ヶ月齢「秋忠
平」が輝きました。
受賞者には後日全酪連名古屋支所より賞状と副賞

を贈呈させて頂きます。� （K.S）

▲ 最優秀賞受賞の有希牧場 （鈴木忍氏）

▲ 最優秀賞受賞の枝肉

新潟県酪農業協同組合連合会
新潟県の花角知事を表敬訪問!
県産牛乳の消費拡大に向けた協力を要請

東 京東 京
支所発支所発

令和６年12月11日㈬、新潟県酪連の藤田毅会長
と神田豊広監事、新潟県酪農同志会の阿部雄太郎会
長、江部広大副会長、斉藤勇斗前副会長の５名によ
り、冬期に需要が低迷する県産牛乳の消費拡大をPR
するため新潟県の花角英世知事を表敬訪問しました。
今回の訪問では県内で育てた稲WCSを食べた牛か

ら生産された牛乳（生産から消費まで新潟県産！）の
PRに力を入れている旨を説明し、県産牛乳の消費拡
大につながる活動への協力を要請しました。

また、今回のキャンペーンの一環として、昨年12月
からは「新潟県産の稲を食べた牛が生産した牛乳」を
コンセプトとしたラジオの新CMの放送開始しました。
また、新潟県酪農同志会では、県内２つのJA直売

所で酪農グッズ等を来店者へ配布し、牛乳消費のPR
活動を行いました。
同キャンペーンは今後も継続的な実施を予定して

おります。� （F.S）

▲ 花角知事と会談する藤田会長 ▲ 生産者による消費拡大PR
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「自由民主党九州酪政会総会」開催　
坂本哲志新会長が選任される

（九州酪農政治連盟協議会）

福 岡福 岡
支所発支所発

１月22日㈬、自由民主党本部706会議室（東京）
において自由民主党九州選出議員で構成する九州酪政
会（衛藤征士郎会長）の総会が開催されました。
当日は多数の出席議員に加え、福岡支所が事務局

を務める九州酪農政治連盟協議会（宮本貞治郎会長�
（長崎県））の役員も総会に参加しました。
今総会では長年に渡り務めていただいた衛藤会長

が退任され、新会長に坂本哲志事務局長（衆議・熊本
３区、党国会対策委員長）が、新事務局長に古賀篤氏
（衆議・福岡３区、党政務調査会副会長）が選任され
ました。
坂本新会長は就任に当たり「自給飼料や物流問

題、円安による資材コスト高騰など九州の酪農を取巻

く状況は厳しいと認識している。しかもランピースキ
ン病発症による不安も抱えているが九州・沖縄一体と
なり頑張ってまいりたい」と所信表明されました。
その後、宮本会長より「飼料価格をはじめとする

生産コストの高止まり等を受け、経営は依然厳しい。
離農が進む中、昨年１１月に国内初のランピースキン
病の発症が確認され、酪農家はさらに不安を募らせて
いる。九州酪政会の先生方のご支援の下、生産者、行
政、関係団体が一丸となり、感染を抑え込み、持続可
能な経営環境を整えていきたい」と挨拶し九州・沖縄
の厳しい酪農情勢を報告、ランピースキン病対応や支
援、重点支援地方交付金の活用などについて意見交換
を行いました。�� （T.S）

▲ 長年に渡り九州・沖縄の酪農を支えて頂いた衛藤征士郎会長 ▲ 農林水産大臣も務めた坂本哲志新会長

▲ 九州・沖縄の厳しい酪農環境を報告する宮本会長▲ ランピースキン病対応に奔走される古賀篤新事務局長
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九州・沖縄地区酪農団体協議会
「会員役職員研修会」を開催
～一致団結して、ランピースキン病の撲滅を～

福 岡福 岡
支所発支所発

令和７年２月４日㈫、九州・沖縄地区酪農団体協
議会（中村隆馬会長）主催の令和６年度会員役職員研
修会がWebにて開催されました。
農林水産省九州農政局のご協力のもと、ランピー

スキン病の防疫対策をテーマとし、当協議会会員役職
員のみならず、九州・沖縄の酪農関係団体・行政に広
くご参加を頂き、推定260名（65回線×４名）が講
演を視聴し吸血昆虫の活動が活発化してくる春に向け
なすべき対策を確認しました。
中村会長より、「九州・沖縄の酪農関係者が、本

日の研修内容を参考に一致団結して、ランピースキン
病の撲滅に向け対策を進めていただくとともに、行政
におかれましても各種支援を賜りますようお願い致し
ます。」との挨拶の後、農林水産省九州農政局消費・
安全部長�松本隆志氏の挨拶、農林水産省消費・安全
局動物衛生課より「ランピースキン病の発生状況と対
策について」の報告がありました。

その後、住化エンバイロメンタルサイエンス株式
会社アニマルヘルス営業部�八木グループリーダーよ
り「畜産分野における害虫の生態と防除法」と題し
て、大分県酪農業協同組合�本川代表理事組合長より
「ランピースキン病の対策と対応～現場での吸血昆虫
対策について～」と題して講演がありました。
発症牛の早期発見と早期対応による感染拡大防止

が肝要である事、気温が下がり吸血昆虫の活動が停滞
している春前の今こそ、越冬する吸血昆虫を減らすた
めIGR製剤などを活用した幼虫除去、牛舎周りの除草
やペルネットなどを利用した牛舎への侵入を防ぐ成虫
対策が重要であることがレクチャーされました。
この研修会を通じて学んだ防除対策により、新た

な発症・拡大を防ぎ根絶するためには、九州・沖縄の
酪農家、関係者の地道な努力が必要であると再認識し
ました。� （T.S）

▲ 根絶を訴える中村会長

▲ 講師を務めて頂いた本川理事　
　 （大分県酪協代表理事組合長）

▲  当協議会役員（前方左より）、
　 本川和幸理事（講師）、
　 中村隆馬会長、中島清副会長、
　 稗島喜美男理事、
　 （中段中央）
　 坂本事務局長（福岡支所長）

▲  講師を務めて頂いた
　  八木グループリーダー
　  （住化エンバイロメンタルサイエンス

株式会社）
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ランピースキン病に関する最新の情報は、農林水産省のＨＰをご確認ください。
➡︎ https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html
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2月11日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

23/24年産 24/25年産

作付面積（百万エーカー） 94.6 90.6

単　　収（ブッシェル/エーカー） 177.3 179.3

生 産 量（ブッシェル） 153億4,100万 148億6,700万

需 要 量（ブッシェル） 149 億6,600万 151億1,500万

期末在庫（ブッシェル） 17億6,300万 15億4,000万

在 庫 率 11.78% 10.19%

トウモロコシ
相場動向

今回の需給報告で据置発表となったことで、期末在庫減少を見込んでいた事前予想平均を上回る結果となった。この影響か
らシカゴ定期は一時値を下げたが、南米の天候不安や作付遅延の影響から堅調に推移する展開となっている。

大豆粕相場動向
トランプ関税政策により、中国需要はブラジル産に向けられることが予想される中で、ブラジル大豆の収穫遅延による、輸出
遅延懸念から中国の大豆粕相場が上昇しているため国産と輸入で価格差が生じている。

糟糠類

【一般フスマ】　飼料向けの需要が落ちていることから、春先の在庫過剰が心配される。末粉については水産向けがオフシー
ズンのため、在庫も適正に推移しており、受け渡しも問題ないと思われる。また、各製粉メーカーから４月より運賃値上げ
の要請が来ている。

【グルテンフィード】　主製品の不需要期もあり、稼働は前年比割っている。３月以降、国産スターチメーカーは稼働期に入
るものの飼料需要が強いため在庫は適正に推移する見込み。

海上運賃
海上運賃は貨物の需要が高まっていることや、今後、旧正月が明けた中国の経済活動が本格化することから堅調に推移して
いる。今後の貨物需要次第では更なる上昇の可能性もあり、動きには注視する必要がある。    

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 令和７年2月

北米コンテナ船
情勢

北米西海岸航路では主要の乗継航路を含めて本船スケジュールに乱れが発生しています。１月７日にはロサンゼルス近郊で
大規模な山火事が発生しましたが、近隣のロサンゼルス/ロングビーチ港への影響は出ていません。一方で北米西海岸北部
では寒波や悪天候が続いており、内陸からの貨車の遅延や道路の通行止めが発生しています。また、日本全国の港では年末
年始期間に荷役作業が行われなかったため、乗継港の釜山で一部の貨物が滞留し本船への積替作業に時間を要したことで、
スケジュールの乱れに拍車を掛けています。この乱れは中国の旧正月以降も続くと予想されており、海運情勢の安定までに
は時間がかかる見通しです。

ビートパルプ
産地では24-25年産のビートパルプの生産と製糖作業が続いており、５月中～下旬まで続く見通しです。産地での出荷は引
き続き好調で、在庫も例年よりも少なく推移しています。

アルファルファ

１月に引き続き、米中の対立による関税措置を危惧して、中国向けの出荷は
増加しています。今後も需要が継続するかは不透明ですが、25年産の価格
に影響を及ぼす可能性もあるため、動向には注視が必要です。カリフォルニ
ア州南部インペリアルバレーでは、好天が続いており早い圃場では25年産
の生産が始まっています。灌漑局の発表によると、１月15日時点でのアル
ファルファの作付面積は148,072エーカー（前年同期は146,446エーカー）
で前年同期比101%と増加しています。2024年の全米乳価は国内肥育相場
が高値で推移し、肉の需要が供給に追いついていないことで、搾乳牛が肥育
向けに出荷、淘汰されており、生乳需給の均衡が崩れたことが乳価上昇の一
因となりましたが、現在やや軟化しています。

チモシー

【米国産】　24年産の生産は終了しています。産地では順調に出荷が進んでおり、多くの産地在庫は売約済となっています。
農林水産省・植物防疫所から発表された輸入統計によると、24年1-12月における米国産チモシーの輸入量は279,824tと
なっており、23年に比べ、およそ34,000t（前年245,659t）増加しています。25年産の作付面積について、チモシーより
換金性が高いとうもろこしや大豆といった他作物に転作することが予想されていましたが、市場も好調に推移していること
もあり、増加する見通しです。

【カナダ産】　主産地であるアルバータ州中部クレモナ地区、南部レスブリッジ地区では１月は例年並の気温が続きましたが、
２月に入り氷点下10℃～ 20℃の予報となっており寒い日が続く見込みです。降雪により出荷スケジュールが遅延する可能
性もあることから注視が必要です。現在、カナダ国内向けには輸出需要が減退した２番刈を中心に取引されています。
25年の作付面積については競合作物の相場も低迷していることもあり、大きな増減はない見通しです。

スーダングラス

24年産の生産量が大幅に減少したこともあり、一部の輸出業者が抱えていた22年産や23年産の旧穀在庫も解消に向かって
います。このため、中～低級品を中心に需要が増加しています。しかしながら、22年の価格高騰前のような堅調な需要では
ないため、供給力に懸念はないと思われます。また、旧穀在庫が解消していることもあり、25年産の作付面積は今後の荷動
き次第では24年産対比で並～増加すると予想されています。

クレイングラス

クレインは全酪連の登録商標です。
灌漑局の発表によると、１月15日時点の作付面積は22,906エーカー（前年同期：21,330エーカー）となっており、前年同
期比107%と増加しています。生産農家はDIPによる補助金を得るか夏場に牧草生産を行うか、収益性の高い方を選択する
ため、25年産の生産量はDIP次第で左右されますが、多くは補助金を得る選択をするのではと予想されています。
需要については、先月に引き続き韓国向けは堅調に推移しており、在庫も品薄となっています。

バミューダ
24年産の生産は終了しています。灌漑局の発表によると、１月15日時点の作付面積は77,110エーカー（前年同期：66,502
エーカー）前年比116%と増加しています。種子相場も良く、馬糧向け需要も堅調に推移していることから、25年産でも作
付面積は増加する見通しです。

ストロー類
主産地であるオレゴン州ウィラメットバレーでは、24年産の収穫は終了しています。日本向け出荷は低調に推移しています
が、韓国向けは先月に引き続き堅調に推移しています。

豪州産
オーツヘイ・
ウィートストロー

24年産オーツヘイの収穫作業は終了しています。生育期間の降雨状況は地域により異なりましたが、全豪を通して上級品の
発生は少なく、低級品も限定的となったことから、在庫の確保に苦慮している輸出業者もいるようです。ウィートストロー
について24年産の収穫作業は概ね終了しています。生育期間中の猛暑や降雨により、輸出向けの品質は西豪州に限定される
見込みです。日本向け需要は依然として低調に推移していますが、中国向けでは旧正月や米中貿易摩擦の前倒しにより増加
しています。

豪州コンテナ
船情勢

【豪州産】　豪州では、熱波と嵐により物流面や本船スケジュールに大きな影響を与え、メルボルン出港の本船で最大１週間の遅
延が発生しています。更に積替港であるシンガポールや東南アジアの各港では中国の旧正月により更なる混雑が続く見込みです。
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2022年12月～ 2024年12月

US Milk Price Class Ⅲ
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一般社団法人 全国酪農協会の
酪農共済制度のご紹介

　酪農共済制度は、他の保険・共済とは異なり、酪農家・酪農協職員等向の制度であり、一般の方
は加入することはできません。
　酪農共済制度に関する問い合わせ、各制度のパンフレットご希望の際は、下記までお問い合わせ
ください。

1 ご希望の年金種類・年金額を自由に設計できる
　�ご加入者が満 65歳になった時に、３種類の年金種類から選べる
　�年金額は加入口数により、また随時払のご利用で自由に決められる
2�ご家族に対する保障機能も
　�年金受給開始後、年金の保障期間内に、ご加入者にご不幸があった場合、
　�残りの保障期間、ご遺族に同額の年金または一時金が支払われる
3�若いうちに加入するほど効率的
　��同じ掛金でも、加入年齢が若い方ほど、払い込み年数、利息効率等により年金額が多くなる
4�随時払の利用で年金額を増やせる
　�満 45歳以上の加入者については随時払がご利用でき、年金額を増やせる
5�掛金のお支払い方法が簡単

パンフレットは
ＱＲコードからご覧いただけます。
➡ �http://www.rakunou.org/kyosai/pdf/raku_pension.pdf

�電話　03（3370）5488� ���www.rakunou.org

酪農年金制度

酪農年金制度の特徴は５つです

第5回

　最終回は、老後の生活に備える「酪農年金制度」についてご紹介いたします。酪農家の皆様は、
厚生年金ではなく国民年金の加入者が多いと思われます。国民年金の上乗せとして、ご自身の退職
金として、酪農年金制度は有効です。低金利の時代に予定利率１％で運用されていること。銀行預
金と異なり、終身年金を選択して一生涯の年金受取が可能なこと。税法上のメリットもある制度で
す。また急な出費の場合、途中解約が可能ですので使いやすい制度でもあります。
　基本的には無理のない金額を長く続けることが肝要です。

一般社団法人 全国酪農協会
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主催  全国酪農青年女性会議/全国酪農業協同組合連合会

全国酪農青年女性会議 〒151-0053　東京都渋谷区代々木一丁目 37番２号 酪農会館
全酪連 総務部 組織対策課 内 / TEL. 03-5931-8003大会事務局

● アクセス

1名 5,000円（大会のみ）7月17日 木

7月18日 金

1名 15,000円（大会・懇親会）
※宿泊につきましては、各地域会議事務局にお問い合わせください。

 9 :00～ 　特別講演
10:20～11:40　審査講評・表彰式
11:40～11:50　閉会式　

13:00～13:50　開会式
13:55～16:15　酪農経営発表
16:15～16:25　らくのうこどもギャラリー表彰式
16:40～18:15　酪農意見・体験発表
19:30～21:30　懇親会 ●鉄道の場合

JR岡山駅2階からホテル直結。
中央改札口から徒歩1分。
●車の場合
山陽自動車道 岡山ICから
約25分。
●飛行機でお越しの場合
岡山桃太郎空港より車で
約30分。

● 会場
「ホテルグランヴィア岡山」
〒700-8515 
岡山市北区駅元町１-５
Tel 086-234-7000

全国酪農青年女性
酪農発表大会
全国酪農青年女性
酪農発表大会 令和7年

7/17木
18金日　程 大会参加費

大会会場・アクセス

第

回
52

in
岡山

▲岡山桃太郎空港（山陽自動車道 岡山IC）方面

至早島I.C
至広島

至高梁

至大阪

至姫路

山陽自動車道

岡
山
駅

髙島屋

岡山I.C

OPA
岡山県庁
岡山城
後楽園

岡山大学

護国神社

ホテル
グランヴィア岡山

ヨーグルトマニア　（一社）ヨグネット 代表理事 向井 智香 氏
むか    い ち      か

　　　　　 土着的な乳の保存手段として数千年の歴史を持つ発酵乳ですが、日本の食文化に本格的に取り入れられたのはここ数十年
のこと。商品の付加価値として工業的に取り入れられた側面が強く、菌の働きによる健康面へのアプローチが市場を賑わせています。
本講演ではヨーグルトが日本の食文化として成熟する上で重要な要素として取り扱われるべき「乳」と「クラフトマンシップ」に焦点
を当て、消費者とともに日本の農の未来を作る食の在り方について考察します。

　　　　　　 SNSで3,100種類超のヨーグルトをレビュー
するヨーグルトマニア。全国の牧場・乳業メーカーを巡って独自
に収集した情報をもとに、ヨーグルトにおける「乳」の魅力発信に
力を注ぐ。
2022年『ヨーグルトの本』（エムディーエヌコーポレーション）著。
2023年 一般社団法人ヨグネット設立。

プロフィール

特別講演

講演内容
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●西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　新大阪トヨタビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
●九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル7階 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

●北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター5階 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
●東北酪農青年女性会議
　〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町
　2丁目10番28号 カメイ仙台グリーンシティ8階
　TEL 022-221-5381

●関東甲信越酪農青年女性会議
　〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-37-2
　酪農会館 全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
●中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3階 全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

提
出
先
一
覧

作品募集のお知らせ

❶ 募集規定
⑴酪農を中心とした題材の図画（大きさ、技法は自由）
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・学年・
保護者名を必ず記載してください。また、酪農家の子弟
については保護者の所属組合名を記載してください。

⑷作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を
申し出てください。

❷ 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心
のある一般のお子さん。

❸ 締 切 日
令和7年５月30日（金）（必着）
または、各地域会議締切日に準ずる。

❹ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。

主催：全国酪農青年女性会議

らくのう
こどもギャラリー

❺ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。または、全国酪農青年女性会議
公式LINEでも応募可能
予定です。
詳細は決まり次第、
全国酪農青年女性会議
公式L I N Eで告知し
ます。
❻ 審査方法
応募作品を「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」
の会場内に掲載し、大会参加者の投票による審査を
行います。
※応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。
❼ 審査結果の発表
⑴「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」にて発表します。
⑵｢全酪連会報」の表紙に使用します。（号数未定）
❽ 褒　　賞
•特　選　　１点　
•入　選　　若干　
◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報およびカレ
ンダーへの掲載を含め、今後各地での牛乳消費拡大
活動（「父の日に牛乳を贈ろう！」キャンペーン含む）等
で使用することがありますのでご了承ください。

❺ 審査結果の発表
「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」の発表要旨、
および全酪連会報７月号に審査結果を掲載いたします。

❻ 褒　　賞
•特　選 　　　 １点　　
•入　選 　　　 ４点
•秀　作 　　　 若干
•ファミリー賞  若干
　(牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に
贈られます）

•あすなろ賞     若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）
◎入賞者には記念品を贈呈いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔写真・審査講評と共に「全酪
連会報」の最終ページに掲載します。

第50回 特選
「元気な牛」
菊地遥空さん

@642bpcwk

酪農青年女性会議
公式LINE

第51回
　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の
生産現場をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的
に、「酪農いきいきフォトコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､
ふるってご応募いただきますようお願いいたします。

酪農いきいき
フォトコンテスト

❶ テ ー マ
⑴「乳牛のいる風景」
⑵「酪農作業風景」
※いずれも、酪農家がいきいきと牛乳生産に励む様子
や、安心安全な牛乳生産のため懸命に仕事に取り組む
姿勢が感じられるようなもの。
❷ 募集規定
⑴写真は可能な限りデータで提出してください。
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名･氏名･振り仮名･住所･所属組合名を
必ず記載してください。

第14回 特選 ｢おうちへ 帰ろう｣
茂木幹司氏 撮影

⑷応募点数：お１人様１作品のみ
❸ 応募資格　
酪農家
❹ 締 切 日 　
令和7年6月30日（月）(必着）　
または、各地域会議締切日に
準ずる。

第15回
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INFORMATION

令和７年 3 月 1 日現在乳牛産地情報乳牛産地情報
価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

北海道北海道

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧 路 事 務 所　TEL 0154-52-1232
根室駐在員事務所　TEL 01537-6-1877
帯 広 事 務 所　TEL 0155-37-6051
道 北 事 務 所　TEL 01654-2-2368

令和７年3月10日発行（毎月1回10日発行）

全酪連会報　3月号　No.714

●編集・発行人　津田知亮
●発行　全国酪農業協同組合連合会
　　　　 〒151-0053　東京都渋谷区代々木一丁目37番２号 酪農会館
　　　　TEL 03-5931-8003　https://www.zenrakuren.or.jp/

●�３月中旬からは各地域で酪農発表大会が開催さ
れます。皆様お誘いあわせの上、是非、ご参加
いただければ嬉しいです。

●�北海道では６月から飲用を除く乳製品（加工）用
の乳価値上げが決定いたしました。このまま全国
へと広がっていくことを期待したいと思います。
●�花粉の季節も到来です。免疫のバランスを整え
る作用が期待されるそうなので、花粉症の皆様
はヨーグルトを食べましょう。摂取量は１日に
100～200gぐらいがいいそうですよ。
●会報に関するご意見・ご要望等があれば、
　�以下のアドレスにメールをいただければ幸いです。
　�shidoukikaku@zenrakuren.or.jp

今月の表紙は「第14回酪農いき
いきフォトコンテスト」に応募
いただいた作品「モー きもちい
いー」（熊本県 安武英之氏 撮影）
です。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 28～38 札幌管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で101.7％、累計で100.5％、苫小
牧管内月計で100.4％、累計で99.1％の実績となっております。3月の初妊牛動向といたしまし
て、5月～ 6月中旬の分娩中心となります。引き続き道内外での需要が見込まれることから、先
月同様にやや強含みで推移すると予想されます。腹別の資源状況については、雌雄選別腹、F1腹
共に確保できる状況になります。特に初妊牛においては、道内外の引き合い需要も高まっている
状況ではありますが、高能力・高血統牛を有する酪農家が多い地域でもあり、定期的に庭先購買を
行っているため、良質な搾乳用素牛をご案内できますのでよろしくお願いいたします。

初　妊　牛 60～70

経　産　牛 40～50

釧路管内

育成牛（10-12月令） 30～40 根釧管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で104.7％、累計で101.8％、中標
津管内月計で101.7％、累計で101.6％の実績となっております。3月の初妊牛動向といたしま
して、5月～ 6月中旬の分娩中心となります。2月の管内乳牛市場では需要の高い、春分娩腹の
上場が中心となり、高値の相場となりました。それらをうけ、3月の庭先購買は2月と同様にやや
強含みになると予想されます。腹別の資源状況については、雌雄選別腹の出回り頭数が多い影響
か、雌雄選別腹が軟調、F1腹は堅調に推移している状況です。育成牛は、来年の春分娩対象にす
ることが可能な牛が中心となることから需要が多く、引き続き堅調に推移すると見込まれます。

初　妊　牛 60～70

経　産　牛 40～50

帯広管内

育成牛（10-12月令） 32～42 帯広管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で104.4％、累計で101.8％の実績となっ
ております。3月の初妊牛動向といたしまして、5月～ 6月中旬の分娩中心となります。特に道内の導入
需要が見込まれ、3月の庭先相場についてはやや強含みで推移されると思われます。腹別の資源状況につ
きましては、F1腹の出回り頭数は多い中でも、需要があることから引き合いが強く、堅調に推移してい
る状況です。雌雄選別腹については引き合いが落ち着いている状況にあります。経産牛については、即戦
力となる牛の需要が非常に強く、産乳成績が記録されている牛については、初妊牛と同等程度の価格帯で
取引されます。育成牛については、特に春生まれの牛の引き合い強く、相場は堅調に推移しております。

初　妊　牛 60～70

経　産　牛 45～55

道北管内

育成牛（10-12月令） 30～40 道北管内の2月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で98.9％、累計で98.4％、
北見管内月計で104.2％、累計で102.4％の実績となっております。
3月の初妊牛動向といたしまして、5月中旬～ 6月の分娩が中心となります。春分娩需要
により相場が上がり、管内での購買意欲も維持されているため、3月の相場もやや強含み
のまま動くと思われます。育成牛は来春分娩が対象になる牛が多いことから相場はやや
強含みで推移すると思われます。経産牛はホクレン乳価の発表もあり、需要は引き続き維
持されると考えらえるためやや強含みで動くと見込まれます。

初　妊　牛 58～68

経　産　牛 38～48

道内総括

育成牛（10-12月令） 32～42 道内の2月中旬までの生乳生産量前年比は103.0％、累計で101.2％の実績となっております。3月の初妊
牛動向といたしまして、春分娩の相場が上がった事から、やや強含みで推移する見込みとなります。育成牛、
経産牛も同様に相場が上がる事が見込まれます。資源状況につきまして、地域により傾向が異なっておりま
すが、F1腹の需要については道内共通で上がっております。雌雄選別腹につきましても人気の高い春分娩
となっておりますので、ご希望の方は特に余裕を持ったご注文を頂きますようよろしくお願いいたします。
今後、年度内の駆け込み需要もあれば更に相場が変化する事も考えられますので、資源状況、相場動向に注
視しながら優良搾乳用素牛を供給して参りたいと思います。ご注文の程よろしくお願いいたします。

初　妊　牛 60～70

経　産　牛 43～53



※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第50回らくのうこどもギャラリー」
で全国255点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。

主催　全国酪農青年女性会議

今月の

入賞作品紹介

今月の入賞作品は…
本宮市立本宮小学校 ５年 （東北）伊東怜美さんの作品です。
子牛さんに牛乳をあげる怜美さんの優しい表情が印象的です。一番手前の主人
公たちを大きく描き、遠くに行くにつれて牛さんたちを小さく描く遠近法をうま
く活用しています。背景にいる簡略化された牛さんも魅力的です。牧場の広大な
空間がうまく表現できましたね。

子牛も私も牛乳大好き
本宮市立本宮小学校 ５年 （東北）　伊東怜美


